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間づくりで
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12 COMANY INC.Top Message

COMANYは創業以来60年間、間仕切事業を通じて
間を仕切ることで「すぐれた『間』とは何か？」を
探求し続けてきました。 1961年にキャビネットメーカー
として産声をあげ、ほどなくしてパーティション専業メー
カーとなってから半世紀あまり、業界のリーディング
カンパニーとして発展してまいりました。現在ではオフィス、
工場をはじめ、病院、福祉施設、学校、空港や駅など、
さまざまな空間に活躍の場を広げております。
　私たちが事業活動を通じて追求し続けてきたもの、
それは間仕切りそのものというより、思いを込めてつく
りあげた空間で人々がいきいきと輝き、そこに新たな
価値が生まれることでした。私たちはそれを「間づくり」
と呼びます。「COMANYは間づくりカンパニーである。」
そして、私たちが定義する「間づくり」とは、すぐれた間
を生成すること。空間、時間、仲間、間に合う、間違う、
手間、人間…「間」という字には、人生にとって大切な
ものがたくさん含まれているように感じます。
　私は、誰一人取り残すことなくすべての人類・地球
を含めたすべての生命体が調和し、発展して幸福を
実現する社会を目指すべきであると考えております。
「Empower all Life －一人一人が光り輝く社会－」
これは、我々 COMANYが2030年の実現を目指した
ムーンショットです。創業の時より脈 と々受け継いで
きた創業者の精神と理念、そして間仕切りメーカーと
して数多くの空間を紡いできた経験を礎として、今こ
そ私たちは間づくりカンパニーになる、「間づくり」で
「Empower all Life －一人一人が光り輝く社会－」を
実現するという新たな旅に出ようとしているのです。

˙ ���� ೥ گの֓ظ݄�

2022年3月期の事業環境を振り返りますと、各種
政策の効果や海外経済の改善もあって、経済活動は
持ち直しの動きもみられました。一方で、原材料の価

格高騰や新型コロナウイルスの新たな変異株による
感染再拡大、さらにはウクライナ情勢の緊迫による政
治・経済への影響など、先行き不透明な状況が続いて
います。そのような事業環境のもと、パーティション
市場におきましては、オフィス市場を中心に新たな働
き方に伴う空間の見直しなど、コロナ禍における新た
な空間づくりの需要もあり回復傾向で推移しました。
　当社はパーティションのもつ特性を活かし、企業にお
けるテレワーク推進やオンライン業務の積極活用など
多様な働き方に対するオフィス空間づくりに合わせた商
品やサービスの提案などに重点をおき活動することで、
特に個室空間で集中して働くことのできるデスク付き個
人ワークブース「Remote cabin（リモートキャビン）」は、コロ
ナ禍の働く環境において好調に推移しました。また、
その他の当社の主な市場である工場市場においては、
製造業の設備投資が回復傾向となったことや、病院・福
祉市場、学校市場においても設計段階から当社
商品を推薦していただく設計織込活動の成果もあり、
2022年3月期連結の売上高は323億59百万円（前連結
会計年度比12.3％増）、営業利益は16億95百万円（前連結会
計年度比48.9％増）となりました。
　そしてこの度、当社は公開買付による株式の非上場
化という決断をし、新たなスタートを切ることといたし
ました。おかげさまで当社は2021年に創立60周年
を迎えましたが、人間でいえば還暦に当たるこの節目
において、今一度あらゆる角度から自社を見直し、持
続可能な強い企業体質を再構築してまいります。具体
的には、目先的、短期的には一時業績を犠牲にしてで
も、そのような痛みを伴うチャレンジを実行に移し、
機動的に構造改革を実施します。これこそが未来に
向けて当社の中長期的な企業価値向上に繋がるので
はないかと考えています。このことは、一時的にでも
株主の皆様の大切な資産である株価に影響が出るこ
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とが考えられるため、今まで長く安定的に当社株式を
持ち続け、応援頂いた皆様にとっても最善の選択肢は
何かを総合的に考え、今回の非上場化という決断に
至りました。

COMANYの全従業員を代表して、これまで多大なる
ご支援を頂きました株主の皆様に心からの感謝を
申し上げるとともに、非上場化後につきましても、皆様
から頂いたご支援に報いるよう、覚悟と決意をもって、
この大変容の時代においても、世の中に対してさらに
大きく貢献していける企業となれるよう、精進努力を
してまいる所存でございます。そしてCOMANYは
間づくりカンパニーとして「間づくり」を通じて
「Empower all Life －一人一人が光り輝く社会－」を
実現していきます。

˙ ムーンショット「Empower all Life」を実現する

　我々の2030年までに目指す姿は「Empower all 

Life -一人一人が光り輝く社会に貢献 -」です。これは、
COMANYが持つ信念である「企業は世の中の幸福に
貢献するために存在すべきである」をベースに、私た
ちが果たすべき使命である「すべての人が光り輝く人
生を送るために、より良く働き、より良く学び、より良
く生きるための持続可能な環境づくり、人づくりに貢
献する」に取り組み、追求する先に実現したい姿その
ものです。
　人はそれぞれが持つ強みや個性、また生まれ育っ
た環境などが違います。これらの違いを互いに認め
合い、それぞれの個性を活かし合って相乗効果を生
み出し、一人一人が光り輝くことができることこそ、本
当に求めるべき幸福ではないでしょうか。人が自分ら
しく生き、光り輝くためには、自分らしくあることに対
する不安を感じる必要がない安心と安全の確保が必

要です。その上で、自分の良心や志に素直に生き、可
能性を切りひらくための挑戦ができる環境が整って
いることが大切であり、「間づくり」を通してそれらを
実現できる環境づくり、人づくりに貢献していきたい、
というのが私たちの強い想いです。

˙ � ԯ人の 8ell�CeiOH してࢦを໨্޲

　そして、私たちはEmpower all Life実現の指標として
「1億人のWell-being向上」を目指しています。
　実現のためのアプローチとして、既存の商品に社会
課題解決に資するソリューションを付加し、人々の幸福
に貢献します。「高耐震間仕切シンクロン」による震災
リスクを軽減することで、より安心・安全の空間づくり
の実現では、新たなメイン商品となる「Xis（エクシス）シ
リーズ」に標準搭載を実現し、昨年までの2030 年の到
達見込み137万人から3,500万人へ大幅に向上させる
ことができました。社会的インパクトを掲げ、バック
キャスティングで考えることで実現した開発事例ともな
ります。また、昨今浸透している多様な働き方の一つ
として、オンラインを活用したミーティングがあたり前
の世界となり、その最適空間を実現するワークブース
「Remote Cabin（リモートキャビン）」では、オンラインミー
ティングでの利用以外にも集中スペースとしての活用も
サポートできるよう、利用者の目的に応じた照明の切
替えができる商品としてアップグレードし、多くの方の
「はたらく」をより良く実現しています。
　これに加えて、既存の間仕切事業によるアプローチ
だけでなく、社会課題解決に貢献するための「間づく
り」による新規事業の創出、企業活動における間接的
なインパクトやステークホルダーとの共存共栄などを通
じて、さらに多くの人のWell-being向上を図ります。
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˙஍ڥ؀ٿとの共ଘɹ

　また、「1億人のWell-being向上」によるEmpower 

all Lifeの実現の取り組みは、地球環境との共存を大
前提に推進しています。私たちは2040年にはネット
ゼロを目指し、2030 年には「50%の環境負荷削減」
を掲げ、脱炭素社会への取り組みを推進しています。
具体的には「Scope1+2におけるCO2 排出量（単体）を
2030 年までに2018 年度比で50%削減」「再エネ比
率（単体）を2030 年までに50%、2040年までに
100%」に向けて取り組んでいきます。2021年に環境
に関する情報開示として「CDP評価」に参加し、サプ
ライチェーン全体で環境負荷低減に向けての目標設
定などの活動が総合的に評価され、リーダー企業に
選出されました。
　さらに、循環型社会への取り組みとして、社内エコ
基準を満たすエコ商品の開発を進め、2030 年にはエ
コ商品比率100%を目指しています。これからも環境
や気候変動への対応を重要課題ととらえ、事業活動
における環境負荷の低減、環境に配慮した製品開発
などを通じ、中長期的な社会課題の解決に取り組ん
でまいります。

˙実現に͚޲たۀࣄϞσϧ
ɹ「COMANY 4%(T∞ʢϝϏ΢εʣϞσϧ」

　これらの目指す姿を実現するために、私たちが事
業活動を考える上で大切にしていることは、「未来は
予測するものではなく、自らの手で創り出すものであ
る」ということです。現状をしっかりとらえた上で、
「私たちはどうしたいのか」という強い意志を持ち、そ
れをもとに事業を展開しております。具体的な事業活
動に展開するために我々が特に取り組むべき課題と
したのは「自立分散型社会への取り組み」「ダイバー
シティ＆インクルージョンによるイノベーション促進」

「技術革新による空間価値の向上」「環境保護や防
災・減災などへの対応力向上」の4分野です。そして、
これらの解決すべき社会課題とEmpwoer all Life実
現のための価値創造領域を定めました。そのスケー
ルは地球規模から一人一人の意識領域までに及びま
すが、その空間スケールに対して、間づくりの4つの
要素である「人間」「時間」「空間」「手間」を意識し
プロダクトやサービスを展開することで、価値創造に
取り組んでいきます。
　そして、これらの実現のための推進力となるのが間
づくりであり、間づくりにより企業価値を最大化して
いくための事業モデルが「COMANY SDGs∞（メビウス）

モデル」です。この∞モデルは、右側はプロダクト・
サービスを通じていかに世の中に貢献するかを表し、
左側はステークホルダーの皆様の幸福にいかに貢献
するかを表しています。私たちの信念である「関わる
すべての人の幸福に貢献する経営」を目指し、∞モデ
ルを持続的に循環することを通じて、地球環境との
調和のもと、お客様、サプライヤーなどのお取引先様、
従業員、地域社会へのより大きな幸福を実現してまい
ります。

˙μΠόーシςΟ � ΠンΫϧーδョン

Empower all Lifeを実現し、一人一人が光り輝く社
会に貢献するために、多様なすべての人が自分らしく
幸福であることを企業としても目指しています。事業
活動においても、多様なニーズにお応えできるための
イノベーションを連続的に生み出していくことが重要
と考えております。そのためには、お互いの違いを尊
重し、多様な考え方を認め合い活かし合うダイバーシ
ティ&インクルージョン（以下、D&I）の推進が必要不可
欠です。私たちは、このD&Iが事業活動における成
長戦略の中心軸をなすものとして位置づけ、推進して
おります。多様性を重視することで一人一人の能力や
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個性を引き出し、やりがいと意欲をもって自らの人生
を生きる個人が増えることで、組織や社会全体を活
性化し、持続的な成長へとつなげていきます。
　推進体制として、2019 年にサステナビリティ経営
推進委員会、D&I 推進分科会を同時に立ち上げ、制
度設計やD&I 研修の開催など、経営幹部も含めた全
社員でD&I の実現に取り組んでおります。2030 年に
はジェンダーギャップを始めとするさまざまな壁をな
くし、女性従業員比率30%以上、女性管理職比率
20%以上の目標などを達成することで、すべての人が
自分らしさを尊重される社会や会社づくりを目指して
まいります。

˙ ���� ೥΁のムーンショット実現を໨ࢦして

　私には信じていることがあります。それは、人間の
本質的な喜びは良心に正直に生きることだということ
です。人には必ず良心があります。その良心を常に磨
き、人にやさしく、思いやりを持って世の中の役に立つ
ために懸命に努めることは、人間の本質的な喜びに直
結していると思うのです。一度しかない人生を、生まれ
てきたからには少しでも多くの人の役に立ち、世の中
に貢献することこそが人間の生まれ持った使命では
ないでしょうか。そのために、人が生まれ持った強み
や個性をお互いに認め、活かし合い、力づけることの

できる本当の幸福を実現したいと考えています。
　私たちの使命である「すべての人が光り輝く人生を
送る」ことは、SDGs が目指す「より大きな自由におけ
る普遍的な平和の強化を追求する」ことと一致してい
ると考えており、当社の価値創造モデルである
「COMANY SDGs∞モデル」にあるように、すべてのス
テークホルダーの皆様との積極的な対話を大切にしな
がら具体的な計画と目標を設定し、着実に実施してま
いります。これに加え、国連グローバル・コンパクトの
4分野10原則にあります「人権・労働・環境・腐敗防止」
に積極的に取り組むことは、企業が果たすべき社会的
責任であると同時にイノベーションの可能性であると捉
え、私たちは国連グローバル・コンパクトに署名し、10

原則の実現を推進してまいります。
　普遍的な価値観である人道と友愛の精神を胸に、
「Empower all Life」を実現させるために、変えるべき
ことは大胆に変化させ新たなことに挑戦し、世の中に
なくてはならない企業であり続けられるよう、これまで
培ってきた技術力を駆使し、未来へ向かって人々が
光り輝ける社会づくりの一翼を担えるよう、邁進して
まいります。
　「間づくりでEmpower all Lifeを実現する」という
COMANYの旅を一緒に続けましょう。

ۭ間、࣌間、仲間、

間に߹う、間ҧう、ख間、人間ʜ

「間」というࣈには、

人ੜにとͬてେ੾な΋のがたくさん

ؚ·れているように͡ײ·す。
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20 COMANY INC.Sustainable Growthchapter 1    

chapter 1
我々はࠓͲんな࣌୅を

ੜきているのかʁ

ʢͲんなੈքにग़か͚るのかʁʣ

見通しが難しく、予測ができない「VUCA」と言われる
時代に私たちは生きています。これまでのCOMANY

の歴史を振り返りつつ、当社においてどのようなリス
クがあるか、どのような価値創造ができるか未来に
向けて現状を捉えてみました。

COMANY_IR22_Chp扉09.0919.indd   20 2022/09/22   11:33:�6

21COMANY INC. Sustainable Growth chapter 1    

COMANY_IR22_Chp扉09.0919.indd   21 2022/09/22   11:34:00



35,000

30,000

25,000

20,000

15,000

10,000

5,000

0

21,076

26,045

chapter 122 COMANY INC.Sustainable growth

COMANY の࣋ଓతな੒௕と࣌୅มԽ

44 4L・PL N48

1984年に快適機能空間づくりを目的とした
間仕切り販売に転換するためにCI（コーポ
レート・アイデンティティ）を導入し、現在の
「コマニー株式会社」に社名が変わりました。
（写真は当時の社内報）

コマツパーティション時代の製品
は空間を「仕切る」ことで、高度
経済成長期の働く環境づくりに
貢献していました。
（当時のカタログ納入事例より）

高度経済成長期
1961小松キャビネット（株）設立

1970（株）コマツ
　　   パーティション工業に
　　   社名変更

1984コマニー（株）に社名変更
1985デミング賞受賞

間を࢓੾るՁ஋ ʊύーςΟションの஀ੜʊ

創業当初に生産したキャビネット類は、運送において空気を運ぶのと変わらず、遠方への輸送コストが多くかかりました。創
業者の塚本信吉氏は東京でビル建設が続く都心の光景を眺めながら考え抜いた結果、自分たちの既存の技術、設備、販売体
制を活かせるものとして思いついたのが「スクリーン（衝立）」でした。これが当社におけるパーティション事業の誕生です。

ച্ߴਪҠʢ創ۀʙ ʣʢ୯Ґɿඦສԁʣظ��

8 42 67 73 119 181 245 482 611 600 764 1,371 1,580 1,966 2,519 3,038 3,924
5,138

6,952 7,481 8,054 8,436

3,555

10,677 11,729 11,797
14,266

17,618

1961

高度経済成長期、ロッカーやキャビ
ネットを製造販売する会社として、
COMANYの前身となる「小松キャビ
ネット株式会社」が設立されました。

1970年、企業名と商品イメージ
を統一するために社名を「（株）コ
マツパーティション工業」に社名
が変わりました。
（写真は当時の外観）

2期 1962年1月～ 10期 1970年
27期 1987年
決算月変更に伴い3ヵ月分

20期 1980年 28期 1987年4月～

間を࢓੾る࣌୅ʢ௩ຊ৴٢のܦӦʣ
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ʙ࿈݁ظ��

M6P #% σΟΞーυ ΍さしいυΞ %P��T シンΫϩン ,O64)*

ユニバーサルデザインを採用し
た、誰もが使いやすく安心・安全
なトイレ空間
➡ユニバーサルデザイントイレブース 
『Dear-d（ディアード）』

震度7相当の地震にも耐えられ
る高耐震間仕切で、空間に「安
心・安全」という付加価値をプラ
ス
➡高耐震間仕切『シンクロン』

ؒ
の
ػ
ೳ

1989名証二部上場
1991バブル崩壊
1995アメーバ経営導入
1996TPM優秀賞受賞

1997クラスター（株）を設立
1997格満林（南京）実業
　　  有限公司を設立
　　  のちに格満林（南京）新型建材
　　  科技有限公司を設立し機能移管

2015東証二部上場
2015SDGs採択・
　　   COP25パリ協定
2018コマニー SDGs宣言

2008リーマンショック
2011東日本大震災
2011創立50周年

ଟ༷な঎඼ϥΠンφッϓで֦ۀࣄେ
「快適空間・機能空間」をキーワードに、さまざまな空間に対してパーティションを使ってイメージを表現したり、
新たな機能を拡張・追求したりすることで、COMANYは成長を続けてきました。

1988

৽
ͨ
ͳ
Ձ
஋
૑
଄
の
࣌
୅
΁

2019

クリーンルーム事業へ参入。空
気中のホコリやゴミを管理し、最
適な清浄度を実現することで、
空間としての機能を向上。
➡『クリーンルーム・パーティション』

ؒ
の
ද
ݱ

「ゆるく仕切る」ことで新しいコ
ミュニケーションの形を促す空
間づくり
➡『KOUSHI』

木製ドアなどを使い、温かみの
ある空間づくりを実現（福祉施設）
➡『やさしいドア』シリーズ
※2019年グッドデザイン賞を受賞

日本の空の玄関口となる羽田空
港新国際線旅客ターミナルの壁
面を飾る大きなパネル
➡『片面化粧パネル（CW）』

40期 1999年 50期 2009年 60期 2019年

間を表現・間のػೳを௥ٻする࣌୅ʢ௩ຊװ༤のܦӦʣ
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)ealUI #riHIU�
ヘルスブライト

৽しいՁ஋創଄の࣌୅΁

2019

ίϚχー 4%(T એݴ
SDGsの実現に向けて、企業が SDGsに積極的に参加するこ
とは必須課題であると捉え、当社は2018年4月2日に「コ

マニーSDGs宣言」を行
いました。SDGsが掲
げる目標と、当社の経
営理念、方針、戦略を
一致させ、具体的運用
を通してSDGs実現に
貢献していきます。

4%(Tにؔするさ·͟·な׆ಈ

2020新型コロナウイルス感染症
2020デザイン経営導入
2020格満林（南京）新型建材科技有限公司を売却

2021東京オリンピック
2021創立60周年
　　  タグラインをEmpower all Lifeに変更
2022東京証券取引所市場第二部から上場廃止
　　  ※非上場化

私たちの使命である、『すべての人が光り輝く人生を送る
ために、より良く働き、より良く学び、より良く生きるための
持続可能な環境づくり、人づくりに貢献する』の実現に向け
て、これまでの築き上げたパーティションの技術をさらに
発展させ、事業活動を通じてさまざまな社会課題解決に

取り組み、「人」がより豊かな人生を送るための「間づくり」
と「人づくり」に貢献していきます。2020年に掲げた
「Empower all Life」を合言葉に、かけがえのない一人一人
の人生が光り輝きつつ、人と人とのつながりがより深まって
いくような社会づくりを目指し、取り組んでいきます。

'4C�ೝূࡐトΠϨϒーε
C#�'4CA3

3emoUe DaCiO
リモートキャビン

8E%(E
ウェッジ

9iT
エクシス

5omariLi
トマリキ

2018೥8݄ 国連グローバル・コンパクト署名、GCNJ加盟
2019೥6݄ コマニーグループ人権方針策定
2019೥6݄ 小松市とSDGs推進に関するパートナー協定締結
2019೥10݄ 再エネ100宣言RE Action 加入
2020೥2  ݄  「輝く女性の活躍を加速する男性リーダーの会」

行動宣言に賛同
2020೥4  ݄ SBTイニシアチブから認定
2020೥7݄ パートナーシップ構築宣言
2021೥1݄ 「女性のエンパワーメント原則（WEPs）」署名
2021೥8  ݄ CDP環境情報開示
2022೥1  ݄ TCFDへの賛同
2022೥2݄ サプライヤー・エンゲージメント・リーダーに選定
2022೥7݄ 「COMANYグループCSR調達ガイドライン」を制定

間づくり・人づくりの࣌୅΁ʢ௩ຊ݈ଠのܦӦʣ

COMANY の࣋ଓతな੒௕と࣌୅มԽ

2025大阪万博 2030 SDGs達成
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出典：National Accounts - Analysis of Main Aggregates（国連）
　　：国立社会保障・人口問題研究所　日本の将来人口（平成 29年推計）

出典：IPCC AR6/WG1報告書の政策決定者向け要約（SPM）の概要

出典：情報通信白書平成 26年版、IDC’s Global DataSphere Forecast Shows Continued Steady Growth in the 
Creation and Consumption of Data
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昨今の新型コロナウイルス感染症の問題はもとより、人口
動態の変化による影響、地球環境の変化による影響、技
術革新による影響など、日本だけでなく、世界は今、急激
なスピードで変化が起き続けています。まさに現在は
「VUCAの時代」と表現される通り、激動（Volatility）であり、
不確実（Uncertainty）で、それらが複雑（Complexity）に

絡み合っており、しかも曖昧（Ambiguity）という状態です。
先が見通せないこんな時代だからこそ、我々は意志力を
もって、誰一人取り残すことなく、人類・地球を含めたすべ
ての生命体が調和し、発展して幸福を実現する社会を目
指していきます。

これからの࣌୅はͲのようなมԽが͓きるのか

˙人ޱಈଶのมԽによるӨڹ

˙஍ڥ؀ٿのมԽによるӨڹ

˙ٕज़ֵ৽によるӨڹ શੈքのੜ੒・ফඅされるσδλϧσーλの૯ྔมԽ

೔ຊの GDPと人ޱのਪҠ

1850 ʙ 1900 ೥をج४としたੈքฏؾۉԹのมԽ

ԹࣨޮՌΨεೱ౓がさらに্ঢしଓ͚ると、
、Թはさらに্ঢすると༧ଌされて͓りؾޙࠓ
ਫ֐のଟൃ΍৿ྛՐࡂなͲ
。Խしてい·すࠁมಈによる໰୊がより深ީؾ

શੈքのੜ੒、ফඅされる
σδλϧσーλの૯ྔは
��೥લにൺ΂て�ສഒとなͬて͓り、
଎な৘ใԽ社会΁のมԽによりٸ
ඈ༂తに৳ͼてい·す。
ੈքࡁܦのൃలはこのٸ଎なٕज़ֵ৽によͬて
。られてい·す͑ࢧ

೔ຊはઓߴ、ޙ౓ࡁܦ੒௕をಘて、
。となり·したࠃେࡁܦ
しかし、現ࡏは೔ຊの人ޱはطにԼ߱にస͡、
。Խ社会にಥೖしてい·すྸߴが૿͑、௒ऀྸߴ

SSP1-1.9、SSP1-2.6、SSP2-4.5、SSP3-7.0、SSP5-

8.5はCO2排出削減シナリオSSP1-1.9が最もCO2

排出量が少なく、「1.5℃目標」に相当するシナリオ。
SSP1-2.6は「2℃目標」に相当。さらにSSP2-4.5、
SSP3-7.0、SSP5-8.5の順に排出量が多くなる

データ総量（エクサバイト）※対数メモリ
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SDGsの達成期限である2030年を一つの区切りとして、当
社グループを取り巻く事業環境を大きく４つの社会的課題
として分類し、これらの社会課題が当社グループにおいて
どのような事業リスクをもたらす要因か、また成長機会に
なり得るかを整理しました。

こうした環境認識のもと、これまでの当社グループの取り
組みを踏まえ、４つの取り組むべき課題として整理し、さら
に4つの成長領域を設定しました。それぞれの成長領域
において社会課題の解決を通じて企業価値を向上し、す
べてのステークホルダーの皆様の幸福に貢献していきます。

ϦεΫとػ会

ೝࣝڥ؀ۀࣄ

஍੓ֶతมԽ
•東京一極集中
•地域格差
•地方創生
•核家族化の進行

人ޱಈଶมԽ
•人口減少
•少子高齢化社会
•生産年齢人口の減少
•人生100年時代の到来
•製造 /建築業の技術者不足

社会・ࡁܦのଟ༷Խ
•多様性の重視
•グローバリゼーション
•人権意識の変化

ٕज़のਐา
• AI、IoTの進化
•ロボット技術

•クリエイティブ人財育成

஍ڥ؀ٿのมԽ
•地球温暖化
•自然災害の多発
•生物多様性の保全
•感染症の発生と拡大

�ͭの社会త՝୊ ϦεΫ

一ूۃ中による
஍Ҭ֨ࠩ

ʢू中と෼ࢄʣ

ੜ࢈೥ྸ人ޱの
গによるݮ
人ࡒෆ଍

ٕज़のਐԽ

ࣗવ֐ࡂによる
人命ඃ֐と
ੜ׆࢈ಈのఀࢭ

▲

首都圏一極集中による
　都市機能の脆弱化

▲

過疎地のさらなる衰退
　（人口減少・産業消滅）

▲

災害による経済活動の停止

▲

働き手不足
（労働力不足）

▲

社会保障制度の破綻

▲

パーティション代替品への置き換え

▲

技術導入（DX）の遅れによる
　機会損失

▲

無人化・自動化による
　セキュリティリスクの拡大

▲

世界情勢等を含む要因による
原材料価格の高騰

▲

大規模災害発生による
　生産操業停止や建材資源の倒壊と
　人命の損失

▲

供給優先の資材利用による環境破壊

▲

感染症による経済活動の停滞

1

2

3

4
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会ػ � ͭの取り૊Ή΂き՝୊

ཱࣗ෼ܕࢄ社会΁の
取り૊Έ

μΠόーシςΟ̱
ΠンΫϧーδョンによる

Πϊϕーションଅਐ

ٕज़ֵ৽による
ۭ間Ձ஋の্޲

΍ޢอڥ؀
๷ࡂݮ・ࡂなͲ΁の

対Ԡྗ্޲

▲

首都圏一極集中による
　都市機能の脆弱化

▲

過疎地のさらなる衰退
　（人口減少・産業消滅）

▲

災害による経済活動の停止

▲

過疎地域にマッチした環境提案

▲

Uターン・Iターンのオフィス環境づくり

▲

 時間や場所にとらわれない働き方に
対応した環境づくり

▲

働き手不足
（労働力不足）

▲

社会保障制度の破綻

▲

生産性向上への取り組み

▲

多様な人財の活躍機会の創出

▲

副業・兼業の増加による働き方の多様化

▲

パーティション代替品への置き換え

▲

技術導入（DX）の遅れによる
　機会損失

▲

無人化・自動化による
　セキュリティリスクの拡大

▲

世界情勢等を含む要因による
原材料価格の高騰

▲

オンラインによる事業領域の拡大
▲

無人化・自動化・遠隔化による生産性向上

▲

IoTによる新たな価値提供

▲

新たなビジネスパートナーの発掘

▲

大規模災害発生による
　生産操業停止や建材資源の倒壊と
　人命の損失

▲

供給優先の資材利用による環境破壊

▲

感染症による経済活動の停滞

▲

BCM/BCP対応事業の展開

▲

地震に強い建築資材の研究開発

▲

環境保護に向けての資材適合材の使用
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chapter 2
COMANYの໨ࢦすະདྷ

ཱྀのཏ਑൫ 

ϝϏ΢εϞσϧ

私たちの目指す経営、それは「関わるすべての人の
幸福（しあわせ）に貢献すること」です。これを実現
するための羅針盤として作成したビジネスモデルが
「COMANY SDGs∞（メビウス）モデル」です。この羅
針盤からどのような価値を創造できるのか、目指す
未来を描きました。
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30 COMANY INC.chapter 2 Mobius model

間づくりによるՁ஋創଄εトーϦー

私たちが子どもの頃、「なぜ大人は戦争をするの？」

「なんで人は自然環境を破壊するの？」「食べ物が無くて困っている人がいたら、

余っているところから送ってあげればいいのに…」といった素朴な疑問や、

純粋な想いがあった。いつしか時が経って大人になり、現実の社会を知り、

忙しい生活に追われる日々。そんな子どもじみた考えは、通用しないのだろうか…

いや、それは違う。

「Empower all Life」

直訳では「すべての生命を力づける」となるが、これには世界中の人間だけでなく、

地球に生きるすべての生命や自然環境と調和（harmony）する共存共栄を目指す姿として

想いをこめた。私たちCOMANYは「間づくり」をとおして

すべての人が光り輝く人生をおくるために、より良く働き、より良く学び、

より良く生きるための持続可能な環境づくり、人づくりに貢献することで

Empower all Lifeを実現していく。

子どもの頃の純粋な心と、大人になって培ってきた技術力で。

Empower all Life
一人一人がޫりًく社会にݙߩ
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2030年に目指す姿として、

「1億人のWell-being向上」「環境負荷50％削減」を掲げています。

間づくりを通じて我々が創出する社会的インパクトから

Empower all Lifeを実現していきます。

2030 ೥に໨ࢦす࢟
Empower all Life の実現

COMANYが創ग़する社会తΠンύΫト

1億人の
8ell�CeiOH

্޲

ෛՙڥ؀

50％
ݮ࡟
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32 COMANY INC.chapter 2 Mobius model

地域社会

地球環境

お取引先様
（サプライヤー等）

従業員 お客様や
社会に貢献
オフィス／工場／公共
病院・福祉／学校／都市

COMANY 4%(T∞ʢϝϏ΢εʣϞσϧ

Ձ஋創଄εトーϦー

Seeking to strengthen universal peace in larger freedom
େきなࣗ༝に͓͚るීวతなฏ࿨の強Խを௥ٻ

SDGs を経営に実装し社会課題を解決することを通じ
て企業価値を最大化し、私たちの目指す「関わるすべ
ての人の幸福に貢献する経営」を行うために作成した
価値創造モデルが「COMANY SDGs ∞（メビウス）モデ
ル」です。プロダクト・サービス（右側）では私たちの

事業領域やお客様において、ガバナンス（左側）では
関わる各ステークホルダーの幸福において、ぞれぞれ
SDGsのどのGoal実現によって貢献できるかを表してい
ます。

COMANY では「一人一人が光り輝く社会に貢献」する経
営を行うための価値創造ストーリーを考えました。
当社の事業を持続的に循環させ拡大させていく、推進
力となるのが間づくりモデルであり、企業価値を最大化
していくのCOMANY SDGs∞（メビウス）モデルです。
このCOMANY SDGs∞（メビウス）モデルの価値創造と
間づくりモデルの推進力で市場でのCOMANYが取り組
むべき社会課題（①自立分散型社会への取り組み、②
ダイバーシティ＆インクルージョンによるイノベーション
促進、③技術革新による空間価値の向上、④環境保護
や防災・減災などへの対応力向上）を解決していきます。
そして地球規模から一人一人の意識領域をCOMANYが
貢献できる空間スケールととらえ、間づくりを通して一人
一人が光り輝ける社会として「Empower all Life」を実
現していきます。

Empower all Life

৔ࢢ

取り૊Ή΂き
社会՝୊

༷々なۭ間εέーϧ

ϝϏ΢εϞσϧ

間
づくり

取り૊Ή΂き
社会՝୊

શैۀһの෺心྆໘の޾෱を௥ٻするとಉ࣌に、人ྨ、社会のਐาൃలにݙߩする

Ψόφンε ϓϩμΫト・αーϏε
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間づくり

Ձ஋創଄ྖҬ

Empower all Life を実現するਪਐྗɿ間づくりϞσϧ
間づくりに͓͚る4ͭの要ૉ

ۭ間εέーϧ஍ٿେ ҙࣝྖҬ

஍ٿεέーϧ

Environment

Ձ஋創଄のΞϓϩーν
エコ商品の拡充と生産工程にお
ける環境負荷を削減し、持続可
能な環境づくりに貢献します。

஍Ҭ΍ࢪઃεέーϧ

SafetyˍSecurity

Ձ஋創଄のΞϓϩーν
日常生活だけでなく、地震や災
害に強く、二次災害時にも価値
が発揮される商品開発と展開で
安心安全に貢献します。

一人一人の
ಈに͓よͿεέーϧߦ

Activity

Ձ஋創଄のΞϓϩーν
人がより活動できる空間や、新た
なイノベーションを起こす場づく
りを通して貢献します。

一人一人にժੜ͑る
ҙࣝεέーϧ

Well-being

Ձ஋創଄のΞϓϩーν
すべての人にとって使いやすく、
安心できる環境を作り出し、身体
的 ·精神的 ·社会的により良く生
きられる環境づくりに貢献します。

2030年へのムーンショット「Empower all life ～一人一
人が光り輝く社会に貢献～」の実現のために、COMANY

では現状や予測される社会課題から私たちが間づくり
をする価値創造領域を定めました。そのスケールは地

球規模から一人一人の意識領域までに及びます。間づ
くりの4つの要素である「人間」「時間」「空間」「手間」
を意識しプロダクトやサービスを展開することで、価値
創造に取り組んでいきます。

本モデルは、間づくりにおける4つの要素とその関係を
示したものです。「時間」と「空間」に支えられた辺の
中心に「人間」（COMANYや様々なステークホルダーの

皆様）を配置します。「人間」がすぐれた間づくりのた
めにひと「手間」をかけることによってバランスの取れ
た正三角形が生成すると捉えています。

間づくりϞσϧ

人 間

ख間

࣌間 ۭ間
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COMANYは、༻్にԠ͡た༷々なछྨのύーςΟションを੡଄して͓り、ओなࢢ৔として

「ΦϑΟε」「޻৔」「පӃ・෱ࢱ」「ֶߍ」にఏڙして͓り、

。ಈを௨͡て༷々なղܾす΂き社会՝୊に取り૊んでい·す׆ۀࣄ

ओなࢢ৔に͓͚るՁ஋創଄

オフィス
一人一人の「はたらく」を͑ࢧ、
ଟ༷なಇきํをબ୒できる間づくり

学校
す΂てのࢠͲ΋たͪとઌੜにとͬて
ֶͼ΍すく ډ心஍のྑいֶͼの間づくり

病院・福祉
ར༻ऀの҆心・҆શとҩྍ・հޢελッϑの
ಇき΍すさを͑ߟた間づくり

工場
৔でಇくす΂ての人が޻
ੜߴੑ࢈く҆શにಇ͚る間づくり
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0

3000

6000

9000

120,000

2030 ೥౓
໨ඪ

ʢ୯Ґɿઍ人ʣ

ʢ୯Ґɿˋʣ

ʢ೥౓ʣ2018 ೥౓
実੷

2021年度
実績

2024 ೥౓
ըܭ

2027೥౓
ըܭ

2030 ೥౓
໨ඪ

50ˋ

CO2 ഉग़ൺ཰
ʢ୯ମʣ

Τωൺ཰࠶
ʢ୯ମʣ

ʢ೥౓ʣ2018 ೥౓
実੷

2021೥౓
実੷

2024 ೥౓
ըܭ

2027೥౓
ըܭ

����೥·での,P*
ᶃ CO⒪ ഉग़ ʢྔ୯ମʣɿ����೥·でに���� ೥ൺで、
ɹ4Dope���に͓͚るഉग़ྔ��ˋݮ࡟
ᶄ࠶Τωൺ཰ʢ୯ମʣɿ����೥·で��ˋ、
ɹ����೥·でに���ˋ

100%

91%

0% 5.4%

30%

40%

74.8%

62.2%

1,100ສ人 1,400ສ人

4,700ສ人

6,800ສ人

1ԯ人

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

৽ن঎඼・ۀࣄなͲ
ଘ঎඼ط
Synchron

౰社のఏڙしているطଘ঎඼΍৽ن঎඼によるՁ஋
創଄、΍εςーΫϗϧμーとの共ଘ共ӫによる取り૊
Έによͬ て޾෱になͬた人਺を8ell�CeiOHの্޲と
し、����೥·でにྦྷੵで�ԯ人を໨ࢦし·す。

COMANYは、取り૊Ή΂き社会՝୊に௅んでい·す。

、を͓こないڙ৔の֦େとと΋に、����೥·でに間づくりを௨͡たՁ஋ఏࢢ

�ԯ人の8ell�CeiOH্޲とڥ؀ෛՙを��ˋݮ࡟を実現し、

一人一人がޫりًく社会΁ݙߩしていき·す。

COMANY が創ग़する社会తΠンύΫト

1億人のWell-being向上

౰社では、ԹࣨޮՌΨεഉग़ྔを����೥·でにا
਎が௚઀ഉग़したԹࣨޮՌΨεഉग़ࣗۀ ʢྔԽੴ೩
ྉ、ఱવΨεなͲʣと間઀తにഉग़したԹࣨޮՌΨε
ഉग़ ʢྔిؾなͲʣを����೥ൺで��ˋݮ࡟すること
を໨ࢦし·す。

環境負荷50％削減

਒౓̓૬౰に଱͑るۭ間づくりにݙߩする4ZODIroO
਒ࡂϦεΫをܰݮし、̓ 心・҆શのۭ間づくりを創଄すること
で、ਫ਼ਆత҆ શੑを֬อし、8ell�CeiOHの্޲にͭな͛て
。き·すߦ

����೥、౰社のελンμート঎඼のϦχϡーΞϧをߦい、4ZODIroOػೳを
ඪ४౥ࡌすることにより、ࡢ೥·での4ZODIroOによるޮՌ਺஋が����೥
に���ສであͬたことに対し、�
���ສ人·で実現できると想ఆをしてい·す。

ग़Πϝーδࢉ
4ZODIroOಋೖ਺�ٕज़ެ։によるීٴ਺ʷར༻ऀ਺
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36 COMANY INC.chapter 2 Mobius model

FY2018-2020
（実績）

FY2021
（実績）

2023

●小松市との
パートナー協定
締結

●場所を選ばない多様な働き方の提案と展開場所を選ばない多様な働き方の提案と展開
●社内U・I・Jターン促進ターン促進

ユニバーサルデザイン商品 商品拡充 商品拡充商品拡充

女性管理職比率 4.7% 6.6% 7%

女性従業員比率 17.4% 18.9% 19%

障害者比率 2.3% 2.3% 2.4%

災害時リスク軽減人口 7万人 11万人 1,590万人
※Xis販売開始（2022）

感染症被害リスクの軽減 1万人 1.5万人 2万人

UD商品利用者貢献 1,067万人 1,155万人 1,300万人

医療福祉空間価値向上 213万人 231万人 260万人

エコ商品比率 50.7% 55.0% 80%

温室効果ガス排出量 4,375ｔ-CO2 /年 4,545.8tCO2 /年 3,946tCO2 /年
温室効果ガス排出量
（SBT基準2018年度比） 87.6% 91.0% 79.0%

再エネ率
（再エネ100宣言 RE Action） 0.0% 5.4% 25.0%

私たちが目指す企業像は、これまでのように大量生産・大量
消費による効率のみを追求する姿ではなく、「持続可能な社
会の実現や、関わるすべての人の幸福に貢献し、心豊かな世
の中をつくっていくこと」です。かけがえのない一人一人の人
生が自分らしく光り輝きつつ、人と人とのつながりがより深
まっていくような社会づくりを目指し、取り組んでいきます。

一人一人がޫりًく社会の実現にݙߩ

3OA% Uo ����

ཱࣗ෼ܕࢄ社会
΁の取り૊Έ

μΠόーシςΟ̱
ΠンΫϧーδョン
によるΠϊϕーション
ଅਐ

ٕज़ֵ৽による
ۭ間Ձ஋の্޲

・ࡂ΍๷ޢอڥ؀
なͲ΁のࡂݮ
対Ԡྗ্޲

地域社会

地球環境

お取引先様
（サプライヤー等）

従業員 お客様や
社会に貢献
オフィス／工場／公共
病院・福祉／学校／都市

※対象商品の発売からの
　貢献人数をカウント
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2030年へのムーンショット

FY2024-2026 FY2027-2029 FY2030

●地方創生による
自立分散モデル事業
への取り組み

●自立分散モデル事業の
発展

●全世代交流型のまちづくり

商品拡充 商品拡充

11% 18%

23% 28%

2.7% 3.0%

2,500万人 3,250万人

4万人 6万人

1,560万人 1,840万人

320万人 380万人

90% 95%

3,317ｔCO2 /年 2,687ｔCO2 /年

66.4% 53.8%

36.0% 46.0%

●自立分散型モデル
都市づくりの協業

●分散型の働き方環境の実現

商品拡充

20%

30%

3.5%

3,500万人

15万人

1,940万人

400万人

100%

2,478ｔCO2 /年

50％

50%

Empower all Life
COMANY が創ग़する

社会తΠンύΫト

1億人の
8ell�CeiOH

্޲

ෛՙڥ؀

50％
ݮ࡟
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38 COMANY INC.MA-Zukurichapter 3

chapter 3
ཱྀઌʢྖۀࣄҬʣで

創଄するՁ஋ 

パーティションの技術をさらに発展させ、
事業活動を通じて、「人」がより豊かな人
生を送るための「間づくり」と「人づくり」
に貢献していきます。
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40 COMANY INC.chapter 3 MA-zukuri

間の௥ٻ、間のڀݚ、間の׆ಈにͭいて

「間」についての研究をNPO法人ミラツク様をはじめと
したシンクタンクや学術分野の方 と々進め、多くの文
献や実験、経験を踏まえて間づくりを追求しています。
私たちは間づくりを構成する4要素として、人間・空間・
時間・手間をクローズアップし、これらの要素を目的に
合わせて“ちょうどよく”配置することですぐれた間を

生成することを目指しています。
これらの「間」は実際に体感することによって、実現度
を確認することができます。間づくりの追求を行うう
えでは仮説を積み重ねるだけでなく、実際に間づくり
をして実感することも重視して活動しております。

ख間

࣌間 ۭ間 間づくりのํ͑ߟ

間の追求のためのワークショップ 間のインフォグラフィックグリッドシステム
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PiUDIとは
サッカーのピッチの様に、人それぞれの役割やポジション
が決められていて、効率向上に最適化された従来型のワー
クプレイス

ParLとは
公園の遊具で遊ぶように、同じような目的、気分の人が集
い、偶発的な交流や出会いが生まれたり、創造性を刺激す
るワークプレイス

はたらく໨తにԠ͡たはたらくڥ؀のબ୒ࢶを
「はたらく」に対する考えが多様化する中で、ワー
クプレイスのあり方にも変化が生まれてきていま
す。従来は「作業効率」や「設備」を重視した環
境が主流でしたが、今後はそれにプラスして「創
造」や「交流・出会い」という考えが付加され、そ
のバランスも変わっていきます。
そして、当然のことながら業種業態や企業スケー
ル、企業理念によってもワークスペースのあり方

は変わってきます。
テレワークという選択肢も増えてきた中で、オ
フィスや集う環境を見直した時に生まれたのが
『Pitch ＆ Park』です。
はたらく目的に応じて選択ができることの重要性
に着目し、「はたらくをデザイン」できることが間
づくりの一環であると考えています。

間のڀݚからੜ·れた「はたらく」の৽しいํ͑ߟ 

PiUDI ˍ ParL 
間づくりのํ͑ߟ
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42 COMANY INC.chapter 3 MA-zukuri

また、多くのお客様が来訪されることから移動のスムー
ズさ、安全面も考慮し、入り口には引戸を採用。お客様
がより快適に過ごせるようになっています。スタッフの
接客はもちろんお客様が快適に過ごせる間を整えるこ
とで、お客様がまた来たいと思ってくださる空間づくり
に繋がっていきます。

間づくり実ફ ʢऀӦۀの੠ʣ

͓٬༷が·たདྷたいと͑ࢥるۭ間に
෺݅名ɿ੨ࢁ੡࡞ॴؔ޻৔༷

ೲೖ෺݅から間を͑ߟる1 ྫࣄ

ख間

࣌間 ۭ間 間づくりのೲೖྫࣄ

さいた·Ӧۀॴ

Ճ౻ ७ೋ
ショールーム、トイレ、食堂兼会議室、
工場内と当社商品をフル活用してユー
ザー様のイメージするシーンに合わせて
ご提案ができました。関わって頂いた
方々皆様に感謝申し上げます。

自動車用のボルトナットを製造されているこちらの企業
様。作った製品を展示し、魅力をお伝えするショールー
ムには、打合せスペースが併設されました。
ショールーム見学から帰ってきたお客様を明るく迎え入
れるガラス張りの部屋の中でじっくりと商品を手に取って
ご覧いただいたり、見学の内容を振り返りながらリラッ
クスしてコミュニケーションをはかる場となっています。
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多くのお客様が訪れるJリーグに所属するサッカーチー
ムの拠点にもなっているスタジアムです。多くのファン
やサポーターの皆さんからの声を聞き、誰もが心地よく
利用しやすい、より一層愛されるスタジアムをお客様と
一緒に作っていきたいとの想いから、トイレ向上プロ
ジェクトがスタートしました。
仕事や都会の喧騒を忘れ、心からスポーツを楽しめる
ようにトイレは自然を感じるネイチャーカラーを取り入

れ、ゆったりと落ち着ける空間になっています。また、
一部のブースを折り戸にすることで、この場に訪れる全
ての方が使いやすいトイレを実現しました。
この空間には、試合を観戦するだけではなく、スタジア
ムに滞在している時間のすべてが素晴らしいものであっ
たという記憶や思い出として訪れた方々に刻まれるよう
にしたいという思いが込められています。

間づくり実ફ ʢऀӦۀの੠ʣ

͓٬༷と一ॹにͬ࡞ていくۭ間
෺݅名ɿ࡛ۄελδΞム༷

ೲೖ෺݅から間を͑ߟる2 ྫࣄ

間づくりのೲೖྫࣄ

৔։ൃೋ՝ࢢ

ཛྷ ཌྷेޒ
埼玉県の担当者様からサポーターの皆
さんが気持ちよく利用して頂けるブース
としてご評価を頂けました。

৔։ൃ一՝ࢢ

ੴ઒ ངٱ
子連れサポーターの方がお子様と安心し
てトイレ空間を利用できるよう開口が広
く取れるディアードをご採用頂きました。
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4P5։ൃୈ一άϧーϓ

੢޲ ݈࢘࿠
コロナ禍で不足しがちなコミュニケー
ションを偶発的に起こさせるツールとし
て開発を進めてきました。
製品のレイアウト、取り付けるアイテム
次第で様々な用途で使用できる空間を
作り出すことができるため、多様化する
オフィスに柔軟に対応できる製品となっ
ています。

4P5։ൃୈ一άϧーϓ

ؔ ෙ༘೫
「はたらく」という創造の過程を表現す
る、インダストリアル感のあるフレーム
の形状やラギット感のある表情の塗装
でありながら、どんなオフィスにも溶け
込むシンプルなデザインを目指しました。

ΦϑΟεに৽たな
「ίϛϡχέーションの৿」を

人と人とを͙ܨ間づくりで、ΦϑΟεに
lに͗Θいzと l΍すら͗z を

Tomarikiはデスクや照明が付いた、床と天井をつなぐ
ポール形状のシンプルな商品です。オフィス内の様々な
空間を手軽にオープンなワークスペースやミーティング
スペースにすることができます。Tomarikiはこれからの
「はたらく」に一石と投じる間づくりプロダクトとして、人
との偶発的な出会いを誘発し、通りすがりの他者とも
会話が生まれる、まさに「コミュニケーションの森」を
オフィスにつくります。

Xis-Frameがサポートするのは、カジュアルコミュニケー
ションで人間同士が真に繋がり、掻き立てられた創造性
でアイディアが膨らむような、あたたかい「間」です。４本
脚のシンプルな枠に、主力商品の「Xis」や様々なアイテム
を組み合わせることによって、ラボ空間、プロジェクトブー
ス、ハドルミーティングスペース、リフレッシュスペースな
ど、チームを象徴する間づくり、創造力を映し出すような
間づくりを実現します。

TomarikiʢトϚϦΩʣ

Xis-FrameʢΤΫシεϑϨームʣ

「5omariLi」ωーϛンάの༝དྷ
偶発的かつ一時的に停止するスポット
という役割がわかりやすいようネーミン
グしました。働く方にとって、ちょっと
羽を休めたり、ちょっと言葉を交わすた
めに立ち止まる、「止まり木」のような
存在をイメージしています。

ख間

࣌間 ۭ間 間づくりをҙࣝした৽঎඼
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ϓϩμΫトσβΠン՝

࿘઒ ༝ج
これからのオフィスに必要となる機能を
パーティションへフラットに収納し、連
携するというWEDGEにおける新しい視
点は、様々なお客様やビジネスパート
ナー様とのコラボレーションをどんどん
推進していきます。

ύーςΟションは「ػೳతなน」から
΁ਐԽする「ೳをड͚ೖれるശػ」

オフィスにおける従来のパーティションの役割は、空間
と空間を隔てるためのもの、正に「間仕切」「壁」として
の役割がそのほとんどでした。WEDGEは継続的に様々
な役割を受け入れ、進化を続けていくためのプラット
フォームとして創られました。「単なる壁」ではなく、従
来のパーティションとは違う目的を持った「壁」であり
「箱」なのです。私たちは、今後生み出される新しい考
え方や技術をWEDGEに継続的に取り込みます。

WEDGEʢ΢Σッδʣ

WEDGEは安心 ·安全を大前提とする設計
思想でつくられた構造を持ち、それをベー
スに様々なビジネスパートナー様の技術や
アイデアとの相性を高めていきます。

間づくりができるઌはこれ·での対৅ࢢ৔にཹ·らない

新型コロナウイルスの蔓延をきっかけに、在宅ワークや
オンライン授業など、これまで働く・学ぶ・生活する環
境が大きく変化しました。これまでの当社の主力として
いたオフィス・工場・病院福祉・学校市場にとらわれる
ことなく、新たな商品が生み出されています。

私達は、「パーティションそのものよりも、それを使って
生み出される空間の価値を創出する」ことに本質があり、
本質のある空間創造によって、人がより豊かな時間を過
ごせることを間づくりの一つだと考え、商品企画に取り
組んでいます。

テレワークの普及にMileがあることで、
「ちょっと外ではたらこう」という新しい
選択肢が生まれています。Mileはリュッ
クからはたらく場所が生まれるアイデア
商品です。

豊かな時間を演出したい。そんな想いか
らキャンドルトレイは実現しました。一見、
なくても成立しそうなその空間は、キャン
ドルトレイがあることで大きく変わります。

簡単に自分で小さなお部屋をつくれる組
立式のキットです。ご家庭でのお部屋の
悩みを解決します。「はたらく」を自宅に
持ち込んだ在宅ワークの集中空間を手軽
に生み出します。

ϦϡッΫࣜπーϧ
MileʢϚΠϧʣ

ΩϟンυϧトϨΠ
a DIorEʢΞίーυʣ

ࣗ୐༻ϫーΫϒーε
,iUroomʢΩットϧームʣ
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ը՝اӦܦ

ઍ༿૔࢘
アジア初のオルガテックということもあ
り、商品ではなく『間』を展示するとい
う挑戦をしました。その内容が多くの方
に響き、感動の言葉をいただけたことに、
『間』『間づくり』の可能性の広さを感じ
ました。

間づくりをੈքに

オルガテック東京2022では間づくりを五感で体感して
いただくためのインスタレーションを用意しました。間
づくりは日本独自の環境デザインの思想。
それは、ハード＝「空間」だけでなく、ソフト＝「時間や
手間」のデザインでもあります。あらゆる仲間と共創し
間づくりを追究・実践することで、世界中の「はたらく」
をデザインし、社会に貢献していきたいという当社の想
いを込めました。

りの間ޛ
仕事を始める時に、自分と対峙する間です。直面
する壁面に対峙していただきます。

ग़会いの間
フレームによって形成されたテーブルを介して相
手と向き合っていただきます。

らいの間ޠ
ゆったりしたソファに腰を下ろしながら、仲間との
語らいを楽しんでいただきます。

間づくりの׆ಈから͑ߟる
ख間

࣌間 ۭ間
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։ൃ՝ڀݚ

لࠤ ా্
「間づくりとは何か」という問いに真正面
から向き合うことが、ochanoMAの誕生
に繋がりました。間づくりメーカーとし
て、今後も技術 ·研究 ·企画が一体とな
り、今までにない間づくりをカタチにす
るために様々な挑戦を続けていきます。

ΦンϥΠン会ٞ΍ू中εϖーεとしての
はたらくબ୒ࢶを

オンライン会議がスタンダードなスタイルになってきた
現代において、個室ブースの重要性は増しています。音
の配慮もさることながら、「はたらく」人のモードをつく
ることも重要であると考え、2020年10月から発売して
きたリモートキャビンをアップデートし、照明でモードを
つくり、オンライン会議に適した色温度の空間をつくる
だけでなく、集中に適した空間も構築します。
オフィスではたらく人だけでなく、公共スペースや学校、
病院 ·福祉など、さまざまな場面で活躍しています。

র໌Ϟーυ ϛーςΟンά
ウェブ会議の際は顔を明るく見せるために上下点灯

র໌Ϟーυ ϦϥッΫε
休息や考え事の際は気持ちをリラックスさせるた
めに上部のみ点灯

র໌Ϟーυ ू中
集中した作業の場合は下部のみ点灯

oDIaOoMA をςーϚに৽しい間づくりに௅ઓ

はたらく人のWell-beingのレバレッジが「はたらく」に
あると捉え、これからの「はたらく」を豊かにする間づく
りプロジェクトochanoMAが始動しました。
未来を見据えた若手～中堅が中心となり、ものづくりの
技術力を活かした空間・「はたらく」の知識を活かした
時間・Well-beingのノウハウを活かした手間、間づくり

三要素の概念を開拓し、創造性の高まる間づくりとその
重要性を広めていきます。
７月にochanoMAの第１弾がオープンし、多くの社員の
皆さんに使って頂いています。新しい間づくりの概念が
社内外に広がるよう、様々な仕掛けをつくっていきます。

間づくりの׆ಈから͑ߟる
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chapter 4
ऴΘりなきཱྀ΁ɹ

それをଓ͚るための࢟੎

「企業は世の中の幸福に貢献するために存
在すべきである」という信念のもと、信頼に
満ちた企業であるため歩み続けています。
私たちに関わるすべてのステークホルダーの
皆様とともに、社会全体との共存共栄のうえ
に持続可能な未来を築いていきます。
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、を実現するためڥられる৬৔؀͡ײһがओ໾となり、ಇきがいと੒௕をۀたͪは、す΂てのैࢲ
一人一人の人間ੑをଚॏし、׆༂の৔を༩͑られる੍౓づくりと、ৗに໌るくલ޲きに׆ಈできる
૊৫෩౔づくりに౒めて·いり·す。

һ一人一人のۀै 8ell�CeiOH の実現に͚޲て

෱޾һのۀै

を創إһのたくさんのসۀै てͬいくための੍౓・ڥ؀づくり

取得の取り組み」をスタートしました。
もちろん、従来も男性が取得する
ことはできましたが ｢育児休業＝女
性｣という染みついた考え（風土）
があり、男性への推進を積極的に
行っていませんでした。ただ、ワン
オペ育児や産後鬱などの社会課題
は他人事ではなく、全従業員の
Well-beingを実現するためにも男性
が育児参加をすることはとても重要
との声があがるようになりました。
パートナーと共に育児を行うことで、
嬉しいことも大変なことも分かち合
うことができます。そもそも休業で
はなく、育児に休みはないのです。

人ࣄ෦

খࡔ཯ࢠ

このことから制度を変化させ、社内
周知に半年をかけました。実際に
取得した方からは「パートナーが
毎日こんなにたくさんのことをしてい
たとは知らなかった！」｢サポートして
くれた職場の仲間に感謝の気持ち
でいっぱいです！｣との声があがって
います｡
一方で「サポートメンバーの負荷」が
課題としてあります。これは働き方
改革の視点としても部門毎に課題を
明確にして、改善につなげていきます。
また、サボート体制など良い事例は
全社に発信し、笑顔の輪が広がる
よう、引き続き取り組んでいきます。

男性の育児参加を促すために、2022

年４月より「育児休業１ヶ月の必須
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௕࣌間残ۀの཈੍に͚޲て
Well-being経営の実現に向け、残業時間のKPIを
策定し、全社一丸となり残業時間の抑制に向けた
施策を実施しています。

,A*,A େ৆をड৆
社会価値創出を応援する表彰制度KAIKA Awards 
2022で COMANYの取り組みが認められ「KAIKA
大賞」を受賞しました。

社௕とのΦンϥΠントーΫ会
全従業員を対象に社長との対話の機会をつくり、
風通しの良い会社づくりを目指し、オンライントーク会
を実施しています。

֎෦௨ใ૭ޱをઃ置
法令違反や不正行為の早期発見と是正を図り、
コンプライアンス経営の強化に資することを目的に
設置しました。

「ϗϫΠト���」を取ಘ
健康経営を実施する上で、特に優良な健康経営
を実践している上位500法人のみに認定される
ホワイト500を取得しました。

%�*を͑ߟる೔を実ࢪ
3月8日国際女性デーにアンコンシャス・バイアスと
心理的安全性について考えるオンラインイベント
を開催しました。

ڥһの੠から΋実現していくಇく؀ۀै

ঁੑならではのࢹ఺で%�*ਪਐ׆ಈを։ ʂ࢝
製造で働く女性の働きやすい職場づくりを目指し、D&I推進活動を開始し
ました。女性の半数以上が働きにくいと感じていた作業や職場環境を、
女性の意見から作業を検証し、改善策を模索することで改善に繋げて
います。この活動で男性の作業や職場改善にも繋がっているので、今後も
主体的に挑戦し、男女が活躍できる職場へ変化していきます。

एखҙݟを中心にしたϞνϕーション্޲ҕһ会ൃ଍ʂ
東京オフィスではモチベーションを向上することを目的に委員会を発足し
ました。若手社員の意見から、課題を吸い上げ、毎月改善を行っています。
最近では、服装のオフィスカジュアル化やフリーアドレス化を実施し、メン
バーだけではなくお客様からも高評価をいただけました。今後もWell-

beingを実現できる取り組みを実施してまいります。

ॊೈでଟ༷なಇきํをଅਐするために
従業員のニーズを踏まえ、働き方の視野を広げるためにテレワーク勤務を
実施しています。テレワーク勤務を可能にするためにオフィスの固定電話
を完全撤廃させ、社用携帯を普及しました。またペーパレス化に向け、印
鑑による承認から押印レスの電子承認へ変更し、ペーパレス化と業務効率
化を実現しました。
その他にも通勤電車の混雑を避けるために、時差出勤を実施しています。
テレワークとの併用で、自分らしい働き方が可能となります。
今後も働き方の視野を広げていき、働く多様化を実現していきます。
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͓取Ҿઌ༷とと΋に共ଘ共ӫを実現するために

COMANYは創業以来、すぐれた
「間」とは何かを追求して事業活動
を行ってきました。私たちが果た
すべき使命である「間づくり」を通
じて世の中に貢献することは、
パートナーであるお取引先の皆様
のご協力があって初めて実現する
ことができるものであり、当社だけ
で実現できるものではありません。
そして、この「間づくり」を持続して
いくためには、お取引先様との共
存共栄の関係を築いていくことが
何より重要であり、平等な立場で、
お互いの技術力や強みを活かし切
磋琢磨しながら、様々なリスクや

ങ෦ߪ

஛ా௚थ

課題解決に対して協働することで、
ともに成長発展し、さらには世の
中へ貢献することができると考え
ています。
共存共栄の実現に向けてまだまだ
課題はありますが、この共存共栄
の精神を購買部より、先ずは調達
ガイドラインとして社内外に発信し、
理解と浸透に務めることで、「六方
よし（売り手よし・買い手よし・作り手よし・
世間よし・地球よし・未来よし）」のすべて
が持続可能な社会の実現へ向け、
パートナーであるお取引先様ととも
に協力しながら目指していきます。

、という৴೦の΋と「す΂きであるࡏするためにଘݙߩ෱に޾はੈの中のۀا」
͓取Ҿઌ༷とと΋に共ଘ共ӫの実現と࣋ଓՄೳな社会΁のݙߩを໨ࢦしていき·す。

間づくりを௨して、
͓取Ҿઌ༷と共にॿ͚߹い、共にӫ͑るؔੑ܎をͭくる

͓取Ҿઌ ʢ༷αϓϥΠϠー౳ʣとのύートφーシッϓ
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共ଘ共ӫのう͑ にある࣋ଓՄೳなະདྷをめ͟して

CO� ಇϑΥϩーڠのݮ࡟
CO2削減へ向けての目標を設定していただくために、
2020年度より、サプライヤー様へ説明会を実施し
ています。

΋のづくり՝୊ղܾのڠಇ
お取引先様と設計部門を交えながら、試作段階
から実製品化に向けて、技術課題の解決を定期
的に行っています。

͓取Ҿઌ༷ަྲྀ会での対話
購買方針の共有やお取引先様満足度調査の報告
など、相互の交流を深める場としてお取引先様
交流会を開催しています。

千島海流

東日本エリア
南海トラフ

西日本エリア

海溝型地震

直下型地震

中部圏・近畿圏直下型地震

南海トラフ地震

首都直下地震

相模トラフ沿いの
海溝型地震

日本海溝

#CMʢܧۀࣄଓϚωδϝントʣの取り૊Έ
自然災害や感染症などの有事において、お客様
へ安定供給できるようBCM（事業継続マネジメン
ト）に取り組んでいます。

4#5Τンήーδϝントのਐḿ
2021年度現在、40社の皆様に削減目標を設定
いただきました。CO2排出量に換算し29,344t/
CO2になります。

͓取Ҿ༷΁のࣗ社޻৔ֶݟ
COMANYでのモノづくり及び5S状況を知ってい
ただく取り組みとして、お取引先様の工場見学を
実施しました。

ύートφーシッϓߏஙએݴ
COMANYは、パートナーであるお取引先様との共存共栄のうえに持続可能
な未来を築いていくことを目指し、2019年、経済産業省などが組織する
「パートナーシップ構築宣言」に賛同しました。お取引先様と協働し、品質・
価格・環境・人権などに配慮して製品・部品を改善することで、企業価値や
技術力・競争力の向上を図り、ともに成長発展し、安心安全なより良い社会を
享受する「六方よし」の考え方を基軸に調達活動を行っています。

COMANYάϧーϓ̨̧̘ ௐୡΨΠυϥΠン੍ఆ
これまでのCSR評価の考え方をさらに充実させることを目指して、2022年
7月、購買基本方針を改訂し、人権・労働・地球環境などの9項目の観点から
「COMANYグループCSR調達ガイドライン」を制定しました。本ガイドラインを
展開し、お取引先様とともにサプライチェーン全体でＣＳＲ活動の浸透に
努め、共存共栄を目指します。

「C%P���� αϓϥΠϠー・Τンήーδϝント・Ϧーμー」にબग़
当社は 2021年に初めて環境に関する情報開示としてCDP評価に参加させ
ていただいております。COMANYは、中長期的な温室効果ガス排出量削減
目標（SBT認定）を定め、 Scope3のカテゴリ1を対象とした二酸化炭素排出
量の80％に相当するサプライヤーの目標設定を2024年までに完了するこ
ととしています。このサプライチェーン全体で環境負荷低減に向けての目
標設定などの活動が総合的に評価され、リーダー企業として、上位8%に
選ばれました。（グローバルでは500社超、日本企業は105社）

4#5Τンήーδϝント社਺ʢ����೥�݄現ࡏʣ

2020年度 2022年度2021年度 2023年度 2024年度

143

40

83

113

5 305
35 43

305
35 10

50

目標 実績
目標（累計） 実績（累計）
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140
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80

60
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20

0
（件）
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⽏されているࢼ΁の取り૊Έがޢอڥ؀ٿ஍、ࠓ。มಈ໰୊଴ͬたなしީؾ

私が、品質環境推進本部に配属
され1年9カ月が経過しました。こ
の期間だけでも多くの異常気象が
世界規模で発生しています。気候
変 動に関する政 府間パネル

（IPCC）の第6次評価報告によると、
世界平均地上気温は、1850年から
2020年の期間に、1.09℃上昇して
いるそうです。世界の人口が急激に
増加する中、2℃では手遅れ、最悪
でも1.5℃以内に抑える必要があり
ます。私もこの仕事に従事してここ
までの事実を知り、新聞で環境関
係の記事を読み、重要事項は社内
共有するようになりました。
これまで当社は、2018年のSDGs

宣言から様々な環境問題に取り組
んできました。反響は大きく多方
面の団体や企業から「COMANYの
環境取り組みを教えてほしい」と
問合せが多くなり企業として大変
名誉な事であり、カーボンニュート
ラルの先駆けとして誇れる素晴ら

඼࣭ڥ؀ਪਐຊ෦

ོྑాࢁ

しいことです。
しかし、それだけではいけません。
重要なことは脱炭素に向けた取り
組みは企業としてどれだけ成長し
ようが絶対量として、CO2排出量を
どれだけ削減できたかです。私は
COMANYの環境担当であると同時
に、1人の人間としてこの「地球号
の乗組員」であります。利用者とし
てここから出るCO2排出量や産業
廃棄物などの削減を果たす責任が
あると思っています。我々の愛する
地球号を守るため、悲鳴を上げて
いる地球を救うのは我々みんなで
あることを自覚して「今何が出来るか
1人1人が即考動実践」にて大切
な地球をみんなで守り、後世に残
せる行動をとりましょう。

ۙ೥、೤೾΍߽ӍなͲのؾ৅֐ࡂのස౓΍強さが૿Ճしていることは؍ଌࣄ実で
あり、ۀاに͓͚るީؾมಈ΁の取り૊Έが·す·すॏ要ੑを૿してきてい·す。
COMANYは஍ڥ؀ٿと共ଘの΋とで׆ۀاಈを͓こなうことがେલఏであるとߟ
。มಈの؇࿨とదԠに対する取り૊Έを強Խしてい·すީؾ、͑

ਪਐ͛ܝて໺心తな໨ඪを͚޲มಈの؇࿨と୤୸ૉにީؾ

஍ڥ؀ٿとの共ଘ
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࣋ଓՄೳな஍ڥ؀ٿのために

άϧーϓでのলΤω׆ಈ
工場内のムダの抽出・改善を継続的に行い、省エネ
と生産性向上の両立を目指した活動を推進してい
ます。

඼࣭ڥ؀ΧンϑΝϨンε
品質向上に向けた好事例の取組み紹介や環境
推進者の思いや夢などの議論が交わされ、社員
一人一人の行動を変えるきっかけとなりました。

༗֐෺࣭のݮ࡟
生態系の保護のため、製造工程で使用するVOC
などの有害化学物質の削減に計画的に取り組ん
でいます。

ॴ։ઃۀΤωϏϧにӦ࠶
拠点の脱炭素化の取り組みのスタートとして、
東京都府中市の再生可能エネルギー 100％の
オフィスビルに西東京営業所を開設しました。

୤ϓϥενッΫのਪਐ
製造や工事で使用しているプラスチック製梱包
材・養生材をバイオマスや再生材、紙製等に順次
切り替えています。

5C'%΁のࢍಉとC%Pڥ؀৘ใ։ࣔ
当社は、2021年12月にTCFD（気候関連財務情報開示タスクフォース）提言への賛同を
表明、翌月の2022年1月にTCFDコンソーシアムに加盟しました。その環境情報開示とし
て、国際的なNGOであるCDPからの調査「CDP気候変動質問書」に初めて回答し、業界
トップクラスのB評価をいただくことが出来ました。

লΤωਪਐと࠶ੜՄೳΤωϧΪーのಋೖ֦େ
当社は、2020年4月にSBTイニシアチブより認定を取得し、省エネ再エネの両面から二
酸化炭素排出量の削減に取り組んでいます。省エネでは、COMANY・ファクトリー・エネ
ルギー・マネジメント・システム（C-FEMS）を稼働させ、電力の見える化により有効性の高
い省エネ改善を進めています。また、再エネでは、既存の１MWのFIT型太陽光発電シ
ステムに加え、新たにＰＰＡモデルによる自家消費型太陽光発電システムを設置しました。
さらに購入する電力もグリーン電力への切り替えを随時行っています。

近年、熱波や豪雨などの気象災害の頻度や強さが増加しています。その災害は、人間活動特に経済発展を目指し
た企業活動に起因するものであることは明らかです。私たちがよりよく生きるための持続可能な地球環境のために、
COMANYは気候変動の緩和と適応に対する取り組みを強化しています。

(9Ϧーάجຊߏ想΁のࢍಉ
2022年2月に経済産業省は「GXリーグ基本構想」を公表しました。これは、「GXリー
グ」の実装に向けた詳細設計の議論と取り組みの実証を進めていくための基本的な指
針を示したもので、その趣旨が、当社のカーボンニュートラルに向けた活動の方向性に
合致すると考え、賛同を決定いたしました。

ݮ࡟෺のغഇۀ࢈
2030年までに産業廃棄物20％削減、リサイクル
率100％達成を目指し、廃棄物の発生しない製品
づくりに取り組んでいます。
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஍Ҭ社会との共創

ͭながりをେ੾に、「সإ」を創る׆ಈを

Ӧਪਐ՝ܦ

উଠࣨށ

ました。彼らと楽しいことをしたり、
好奇心のままにいろんなことに挑戦
することが当たり前の生活の中で、
自然と笑いの絶えない日 を々過ごし
てきました。私にとって「笑顔」は
生きるうえで欠かすことのできない
要素です。
COMANYに入社してから、縁あって
社会貢献活動を企画・推進する役割
を与えて頂きました。コマフェス、
カンボジア支援、UE-cafe、被災地
支援…。これまでの活動を通じて
身体の障害、疫病や自然災害、貧困
など、様々な境遇の方々に出会い、
つながり、想いを通わせるほどに、

より良い人生を過ごしていてほしい
と感じるようになりました。
そのような方々の力になりたい。
微力かもしれないけど、今よりも少し
だけでも「笑顔」でいられる時間が
増えてほしい。そんな想いで、私は
活動をしています。
「笑顔を創りたい」という感情を実践
に移すことが、私の社会貢献活動
です。しかもそれを、仲間と共に
実践する。幼少期に感じた幸福を、
沢山の仲間と共に創る。
人と人のつながりを大切にし、「笑
顔」を創る活動をこれからも続けて
いきます。

の人の໾にཱͭことがࢁこͤ͹、୔ىಈをߦһがࣗらのྑ心にૉ௚にۀै
でき、݁ Ռとしてࢲたͪのࢹ໺が޿がり、׆ۀࣄಈに΋໾ཱͬていくと͑ߟ
てい·す。কདྷにΘたͬて໌るいະདྷをஙいていくことができるよう、஍
Ҭ・೔ຊ・ੈ քそれͧれに׆ಈのྠを͛޿、さ·͟·な໰୊ղܾを௨してੈ
の中の޾෱にݙߩしていき·す。

、ಈにとͲ·らͣ׆ۀࣄ
よりݙߩを͛޿るためにԿができるかを͑ߟる

有難いことに、私は沢山の友人に
囲まれた幼少期を過ごすことができ
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「ίϚϑΣε」中ւখֶߍとίϥϘ
当社ブラスバンド「ブルーリアン」は中海小ブラス
バンドが今年度で活動終了することを知り、「コマ
フェス」で共演しました。

߽Ӎ֐ࡂの෮ࢧڵԉ
佐賀県武雄市の学童保育施設と幼稚園に対し、
施設復旧に必要な備品や児童用等の寄付を行い、
お礼のお手紙をいただきました。

「ΠンΫϧーシϒ・εϚΠϧσー」ࢧԉ
障害があることで遊園地から足が遠のいていた
方々に楽しんでもらおうと企画したイベントに
参加。一緒に楽しみ、笑顔になりました。

ΧンϘδΞࢧԉ
子どもたちが通う学校にお水のタンクとコップを
贈りました。これからも子どもたちの可能性を広げる
ための環境支援を続けています。

ࣨ಺࿅श৔のڠಇϦϊϕーション
当社ソフトボール部は手取スポーツ様と協働で
廃工場を室内練習場にリノベーション。地域の子
どもたちにも開放して喜ばれています。

৽ೖ社һϏーνΫϦーン
新入社員が研修で学んだ海洋汚染問題に、自分
たちに何ができるか考えて、地元石川の海をきれい
にするアクションを起こしました。

をେ੾に「うࢥしたいと」һのۀै

私たちが行う社会貢献活動で大切にしていることは
「従業員の主体性」です。相手のために心から「したい
と思う」ことを、自らの良心に素直に行動を起こします。
将来にわたって明るい未来を築いていくことができる
よう、地域から日本、そして世界へと活動の輪を拡げ、
さまざまな問題解決を通して世の中の幸福に貢献して
いきます。

஌る、ग़会う、ͭ ながる「6E�CafÉ! খদ」

地域発展のためには産官学民が一体となって取り組んで
いくことが必要と考え、地域のみなさんとの交流の場
の設定や自治体主催のイベントへの積極参加などを
通じてつながりを深めています。2017年11月から
スタートした「UE-Café@小松」も、2022年3月の開催で
10回目を迎え、記念として「UE-Café@小松」の軌跡
を参加者と一緒に振り返りました。これまでNPO・行
政・社会人・学生・アーティストなどたくさんの方々に
参加いただき、交流の中から新たなコラボレーション
も誕生しています。参加者の中から３つの団体の方に

取り組み活動を発表していただき、グループに分かれ
て感想や関心のあることなどを伝え合うことで、次の
アクションにつながるきっかけの時間となりました。また、
今回は「UE-Café@小松」がご縁でつながった「こまつ
子ども食堂」、「I and I（母親支援活動）」に対し、毎年
夏に開催されるチャリティーイベント「コマフェス」の
基金等より、子ども食堂の活動支援金をお渡ししました。
最後のアーティストライブでは、加賀太皷「雅道」の
みなさんに一日も早くコロナが収束するための悪疫
退散の意も込めて、会場を巻き込んだ演奏をしていた
だきました。
「UE-Café@小松」はこれからも地域のつながりを
大切に、みなさんとともに活動を継続していきます。
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私たちは、経営の理念をもとに企業価値を増大させ、経営効率を高め、公正で迅速な意思決定の向上に努めていく
ことをコーポレート·ガバナンスの基本方針としております。今後も経営の健全性および透明性を確保するために、
経営監督機能および法令遵守体制強化の重要性を認識し、コーポレート·ガバナンスの充実を図ってまいります。

取క໾会
取締役会付議 ·報告事項に関する内規に従い、
当社の経営に関する基本方針を決議し、重要
な業務の執行状況につき報告を受けておりま
す。また、取締役会は原則月１回開催するほか、
必要に応じて随時開催しており、当事業年度に
おいては合計17回開催いたしました。なお、
事業環境の変化に迅速に対応できる経営体制
を構築するため、取締役の任期を１年としてお
ります。

取క໾会のࢾ໰ؔػ
報酬諮問委員会は、取締役会からの諮問を受
け役員等の報酬等を審議し、指名諮問委員会
は、取締役会からの諮問を受け役員等の人事
等を審議し、取締役会に答申することにより、
この事項に関する客観性および透明性を確保
して、コーポレート・ガバナンスの強化を図って
おります。
当事業年度においては、報酬諮問委員会は5
回、指名諮問委員会は4回開催いたしました。

؂ࠪ໾ʢ会ʣ
監査役は、監査の方針および業務分担に従い、
取締役会その他の重要な会議に出席するほか、
取締役等から執務状況の報告を聞き、重要な
決裁書類等を閲覧し、本社および主要な事業
所の業務および財産の状況を調査し、必要に
応じて子会社から営業の報告を求めています。
また、取締役の競業取引、利益相反取引、会社
が行った無償の利益供与等に関して情報を収
集し、当該取引の状況の確認を行っております。
監査役会は、取締役会開催に先立ち月次で開
催されるほか、必要に応じ随時開催しており、
当事業年度は合計で18回開催いたしました。

ৗ຿会
取締役会の決定した経営基本方針に基づき、
経営に関する重要な事項のうち、取締役会付
議事項の事前審議および取締役会から社長執
行役員に委任された事項について社長執行役
員の諮問機関として審議しております。常務会
は、原則週１回開催しております。

COMANYάϧーϓܦӦ会ٞ
代表取締役塚本健太が議長となり、執行役員、
連結子会社の役員に加え、関係部門責任者が
参画し、経営方針や中長期の戦略の全社共有
化を図り、事業環境の変化に迅速に対応できる
意思決定に結びつけております。

ίンϓϥΠΞンεu
ϦεΫϚωδϝントҕһ会
当社グループは、コンプライアンスに係る施策
やリスクマネジメントの対応施策を審議する機
関としてコンプライアンス·リスクマネジメント
委員会を設け、毎月開催しております。また、
当委員会では国内子会社で選定されたメン
バーも四半期毎に当委員会に参加し、当社グ
ループの重要リスクの低減に努めております。

αεςφϏϦςΟܦӦਪਐҕһ会
代表取締役 塚本健太を委員長とし、年２回開
催しております。当社グループが目指す
「COMANY SDGs∞（メビウス）モデル」を持続的
に循環させ、「財務と非財務」「プロダクト·
サービスとガバナンス」がシナジーを生むかた
ちで推進できるよう戦略的な意思決定を行い、
推進しております。

ίーϙϨート u Ψόφンεମ੍

ओ૯会ג

取క໾会
ʢ社֎取క໾をؚΉʣ

಺෦ϓϩηε؂ࠪ෦

COMANYάϧーϓܦӦ会ٞ

ίンϓϥΠΞンε・ϦεΫϚωδϝントҕһ会

αεςφϏϦςΟܦӦਪਐҕһ会

৆േࢾ໰ҕһ会

୲౰ࣥߦ໾һ

෦໳ۀࣄ֤ άϧーϓ会社
ʢࢠ会社・ؔ࿈会社ʣ

બ೚・ղ೚ બ೚・ղ೚

ใ؂ࠂಜ
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࿈ܞ
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࿈ܞ

ใࠂใࠂ 命ྩ・شࢦ命ྩ・شࢦ

બ೚・ղ೚

会؂ࠪܭ
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%�* ਪਐ෼Պ会・λεΫϑΥーε෼Պ会の取り૊Έ

サステナビリティ経営推進委員会が軸となり、具体的な活動として2つの分科会を運用しております。
D&I推進分科会では、多様性尊重を成長戦略の中心軸と認識し、目標設定と具体的期限を設け、施策展開を図って
おります。今期はWell-beingを経営として実装するために全社提案リスト化を実施したり、社外取締役によるDEI

推進の自分事化に関するインプットを実施したりと、計5回の分科会で着実にD&I施策を実施するために様々な
取り組みを行っております。
タスクフォース分科会では、サステナビリティ経営推進における内容の充実と全社での取り組み活動を吸い上げ、
社外内への発信を行っております。今期は各部門における情報格差を是正するために、社内ツール「コマコミ」の
リニューアルを行い、全社への共有を可能としました。その他にも月1回の分科会で、サステナビリティに関する実
施施策の計画と進捗確認を行っております。

現在、当社の取締役会は取締役8名、監査役4名で構成しております。この内、社外取締役は3名、社外監査役は
2名であります。当社は、取締役会においてより実質的な議論を活発に行うための取締役の人数として、10名以内
が適切であると判断しております。
取締役候補者については、当社の企業価値の向上に繋がるよう、知識 ·経験 ·能力等を定めた候補者選任基準をも
とに、指名諮問委員会において審議のうえ、取締役会において選定いたしました。また、その選任理由には、株主
総会招集通知において開示しております。

当社は、毎年１回、取締役 ·監査役自身による「取締役会自己
評価」を実施し、取締役会の運営等に関して改善すべき意見
等を集約確認することにより、実効性の高い運営を議論するこ
とで改善に結び付け、会社の健全な成長 ·発展、企業価値の向
上につなげております。

؂ࠪ໾会のࣗݾධՁ
監査役会につきましても、毎年１回、「監査役会自己評価」を実
施しております。評価結果を踏まえ、監査役監査計画に重点
事項として反映することにより、監査役会の機能の向上を図っ
ております。

ʻ取క໾会のࣗݾධՁ݁Ռの֓要 ʢ̓����೥ ʣظ݄�
●社外取締役および社外監査役を含め、多様な知識、経験を持つ取締
役・監査役で適切に構成されている。
●取締役会の資料の早期発信・発送により、事前に審議内容の検討が
行なわれている。
●社外役員への会社理解を促進するため、事前説明会が行われている。
●業務執行の監督の強化に向け、より積極的に意見し、有意義に議論
するべきである。
●経営の基本方針、中長期の経営戦略や経営課題、新規事業等の議論
の充実に向け、十分な審議時間の確保に取り組むべきである。
●取締役、監査役の役割や責任に関する認識を深めるため、継続的に
教育や研修などを実施するべきである。

取క໾会、؂ࠪ໾会の実ޮੑ֬อの取り૊Έ

取క໾会のࣗݾධՁ

サステナビリティ経営推進委員会

タスクフォース分科会 本部長・部長クラス毎月実施

D&I推進分科会 統括本部長クラス 年5回実施

常務会

取締役会

分科会の位置づけ
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1973年４月 ㈱コマツパーティション工業
（現コマニー㈱）入社

1978年10月 同生産管理部次長
1980年２月 同取締役
1980年８月 同常務取締役
1982年７月 同専務取締役
1984年３月 同代表取締役専務
1987年６月 当社代表取締役副社長
1988年10月 同代表取締役社長
2005年６月 同代表取締役社長社長執行役員
2014年６月 同代表取締役社長執行役員
2019年６月 同代表取締役会長執行役員（現）

1 ୅表取క໾ 会௕ࣥߦ໾һ
௩ຊװ༤

2006年５月 京セラコミュニケーションシステム㈱入社
2009年５月 当社入社
2010年４月 同経営管理部責任者
2011年６月 同 取締役

同執行役員
2011年７月 同管理本部副本部長

同ＨＰＣ推進室部責任者
2012年４月 同管理統括本部副本部長
2012年６月 同常務執行役員

同管理統括本部長
2015年６月 同営業統括本部長
2016年６月 同事業統括本部長
2017年６月 同専務執行役員
2019年６月 同代表取締役社長執行役員（現）

2 ୅表取క໾ 社௕ࣥߦ໾һ
௩ຊ݈ଠ

1991年4月 当社入社
2000年4月 同情報システム部推進課責任者
2007年4月 同経営企画部副責任者
2012年4月 同人事部人材開発課責任者
2013年4月 同人事部人事課責任者
2015年6月 同人事部責任者
2019年6月 同執行役員
2020年6月 同常務執行役員（現）

総務統括本部長（現）
2022年6月 同取締役（現）

5 取క໾ ৗ຿ࣥߦ໾һ
ా中ࠀ੓

1988年４月 当社入社
2005年４月 同西日本支社副支社長
2008年７月 同西日本営業本部副本部長
2013年７月 同東海営業本部長
2017年４月 同関西営業本部長
2018年６月 同執行役員
2019年１月 同営業統括本部副統括本部長

東京営業本部長（現）
2019年６月 同常務執行役員（現）

営業統括本部長（現）
2020年６月 同取締役（現）

3 取క໾ ৗ຿ࣥߦ໾һ
౦໦ଠࢤ

2004年3月 スタンレー電気㈱入社
2007年６月 当社入社
2007年7月 トヨタ自動車㈱出向
2010年４月 当社製造管理部担当課長
2011年７月 同製造管理部製造企画課責任者
2013年１月 同経営企画部責任者
2015年６月 同執行役員

管理本部長
2016年４月 同経営企画本部長
2018年６月 同常務執行役員（現）
2019年１月 同東南アジア事業部長
2020年４月 同研究開発本部長（現）
2020年６月 同取締役（現）
2021年４月 同経営企画開発統括本部長（現）

4 取క໾ ৗ຿ࣥߦ໾һ
௩ຊ௚೭

1991年4月 国際電信電話㈱（現KDDI㈱）入社
2000年12月 Adecco Personnel Hong Kong

（現Adecco Hong Kong & Macau）入社
2007年２月 ㈱リクルートエグゼクティブエージェント入社
2010年12月 ハイドリック＆ストラグルズジャパン合同会社入社
2014年10月 ㈱インター・ビュー代表取締役社長（現）
2022年6月 当社社外取締役（現）

7 社֎取క໾
ࢠ໦५ࠇ

1983年4月 ライオン㈱入社
2002年9月 榊原健郎税理士事務所代表（現）
2010年1月 ライオン㈱執行役員

ヘルスケア事業本部長
2012年1月 同執行役員

ライオン商事㈱代表取締役社長
2016年1月 ライオン㈱執行役員社長付
2016年3月 同取締役、執行役員、リスク統括管理担当、

経営企画部、経理部、お客様センター、
薬事・品質保証部、法務部担当

2017年3月 同取締役、上席執行役員、
リスク統括管理担当、経営戦略本部分担、
お客様センター、薬事・品質保証部、
法務部担当

2020年1月 同取締役、上席執行役員、
リスク統括管理担当、経営企画部、経理部、
お客様センター、信頼性保証部、
法務部担当

2022年3月 同アドバイザー（現）
2022年6月 当社社外取締役（現）

8 社֎取క໾
Ḇ݈ݪ࿠

1978年４月 富士紡績㈱
（現富士紡ホールディングス㈱）入社

2006年５月 柳井化学工業㈱取締役
2009年２月 富士紡ホールディングス㈱法務部長
2014年４月 同執行役員法務部長

兼コンプライアンス委員長
2014年６月 同取締役上席執行役員

法務部、内部監査室、総務部、人事部担当
兼コンプライアンス委員長

2017年７月 同常務執行役員
法務・人事・総務・内部監査担当
兼コンプライアンス委員長

2018年７月 同上席顧問法務・人事・総務担当
2019年７月 同顧問法務・総務担当
2020年６月 同顧問退任
2021年６月 当社社外取締役（現）

6 社֎取క໾
େٱอ੍Ӊ

1972年３月 ㈱コマツパーティション工業
（現コマニー㈱）入社

1997年２月 当社経営情報システム部責任者
1997年７月 同経営管理部責任者
2005年４月 同経理部責任者
2013年10月 同経理部参与
2015年６月 同常勤監査役（現）

9 ৗ؂ࠪۈ໾
๺ଜलߊ

1982年４月 ㈱コマツパーティション工業
（現コマニー㈱）入社

1998年４月 当社社長室部責任者
2002年４月 同グループ企画部責任者
2004年５月 同総務部責任者
2008年６月 同執行役員
2008年７月 同総務・人事部責任者
2012年４月 同人事部責任者
2015年６月 同取締役

同常務執行役員
同管理統括本部長
同総務本部長

2019年６月 同総務統括本部長
2020年６月 同常勤監査役（現）

10 ৗ؂ࠪۈ໾
խതాݩ

1976年４月 東亜燃料工業㈱（現 ENEOS㈱）入社
2000年７月 日興證券㈱（現ＳＭＢＣ日興證券㈱）入社
2000年12月 同法務部長
2004年８月 マネックス・ビーンズ・ホールディングス㈱

（現マネックスグループ㈱）社外監査役
2006年６月 ㈱日興コーディアルグループ

監査特命取締役
2008年７月 シティバンク銀行㈱取締役副社長

財務・企画本部長
2012年１月 同執行役員

事業戦略企画部門共同部門長
2015年６月 同顧問

当社社外監査役（現）
2015年11月 ㈱ＳＭＢＣ信託銀行

プレスティア事業部門顧問
2016年７月 同個人金融部門・コンプライアンス部門

顧問

11 社֎؂ࠪ໾
দ֞఩෉

1988年10月 サンワ・等松青木監査法人
（現有限責任監査法人トーマツ）入所

2005年６月 監査法人トーマツ
（現有限責任監査法人トーマツ）パートナー

2018年８月 鎌田公認会計士事務所代表（現）
2019年６月 当社社外監査役（現）

㈱リアルゲイト社外取締役（現）
2019年10月 ㈱プラネット社外監査役（現）
2020年６月 ＴｒｉＶａｌｕｅ㈱非常勤監査役（現）
2020年７月 合同会社TKMマネジメント代表社員（現）
2021年８月 ㈱レジデンシャル不動産非常勤監査役（現）

12 社֎؂ࠪ໾
඙ཽాח
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ύϑΥーϚンεϋΠϥΠト

һ਺ۀै

1,205人
2022年3月31日時点（連結）

ฏۉ೥ྸ

ࡀ41.2
2022年3月31日時点（単体）

ച্ߴ

32,359
ʢඦສԁʣ

シΣΞ

25.7�
2021 ೥౓

ύーςΟションۀ޻会
ൢചߴより2022年3月期（連結）2022年3月期（連結）

Ӧۀརӹ

1,695ʢඦສԁʣ
Ӧۀརӹ཰

5.2�

ٕज़һൺ཰

45.1�

※全従業員における技術関連業務従事者の割合
2022年3月31日時点（連結）

ಛڐ取ಘ

30݅

※特許、実用新案、意匠の合計
2022年7月31日時点（連結）

Τω཰࠶

5.4�
2022年3月31日時点（単体）

CO�ഉग़ ʢྔ୯ମʣ ୯ҐɿU�CO�

ඇࡒ຿৘ใ
૯߹ධՁɿNP4ϙΠント ͓取Ҿઌ༷との՝୊ղܾ݅਺ʢ୯ମʣ

೥間ۀ࢈ഇغ෺ഉग़ ʢྔ୯ମʣ

ഇغ૯ྔϦαΠΫϧ཰ʢ୯ମʣ

15 30

40（point）

10

95

100

20

2017年度 課題件数2019年度 課題件数 課題件数2018年度 対応件数2020年度 2021年度

2017年度 2019年度2018年度 2020年度 2021年度 2022年度

対応件数 対応件数

5

90

10

0

85

0

9

4.4

39件 34件 24件 ｰ21件 ｰ

12

15.8

NPSポイントとは、ネット・
プロモータースコア（英
語：Net Promot-er Score）
の略で、顧客ロイヤリティ
（企業やブランドに対する
愛着・信頼の度合い）を数
値化する指標です。当社
は、このNPSポイントで総
合的な顧客評価を行って
います。

未実施

2019年4月～
2020年3月まで
対Ԡ཰ 87.2�
2020年4月～
2021年3月まで
対Ԡ཰ 87.5�

（%）

90.4 91.4 92.1
93.0 92.6

計画
94.6

Scope1 Scope2 Scope3
2018年度
（SBT基準年）

排出量 1,985.2 3,010.0 68,875.3
割合 2.7% 4.1% 93.2%

2019年度
排出量 2,162.6 2,636.7 87,091.7
割合 2.4% 2.9% 94.8%
増減量 177.5 -373.3 18216.4
前年比 108.9% 87.6% 126.4%

2020年度
排出量 1,852.8 2,522.5 57,219.8
割合 3.0% 4.1% 92.9%
増減量 -309.8 -114.2 -29,871.9
前年比 85.7% 95.7% 65.7%

2021年度

排出量 2,049.4 2,496.4 73,272.9
割合 2.6% 3.2% 94.2%
増減量 196.6 -26.1 16,053.1
前年比 110.6% 99.0% 128.1%
SBT基準年比 103.2% 82.9% 106.4%

Τί঎඼ൺ཰ʢ࿈݁ʣ

100

2017年度 2019年度2018年度 2020年度 2021年度 2022年度 2030年度

50

0
（%）

40.5 42.2 48.5 50.7 55.0

計画
70.0

目標
100.0

CO�ഉग़ྔ

4,545.8 U�CO�
SBT ४೥ʢ2018ج ೥౓ʣൺ�91.0%

※サプライチェーン排出量におけるスコープ1、2を対象
2022年3月31日時点（単体）

2021年4月～
2022年3月まで

※実績なし
（お取引先様満足度調査未実施）

100

105

110

115

2017年度 2019年度2018年度 2020年度 2021年度 2022年度

95

90
（%）

105.2

111.9

105.5

100.0

106.7

計画
95.7

※ 2016年度の排出量を100とした場合の指数表示
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࿑ಇ֐ࡂのൃੜঢ়گʢ୯ମʣ

一人౰り݄ 間残࣌ۀ間ਪҠʢ୯ମʣ

һ人਺とൺ཰のਪҠʢ୯ମʣۀैੑঁ ঁੑ؅ཧ৬人਺とൺ཰のਪҠʢ୯ମʣ

ަ௨ނࣄのൃੜঢ়گʢ୯ମʣ

ҭ੍ࣇ౓ར༻のਪҠʢ୯ମʣ
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1200 25035
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5
5

0 0

6

2016年度 2016年度2018年度 2018年度2017年度 2017年度2019年度 2019年度2020年度 2020年度

2018年度2017年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度

2017
年度

2019
年度

2018
年度

2020
年度

2021
年度

2022
年度計画

2030
年度目標

2017
年度

2019
年度

2018
年度

2020
年度

2021
年度

2022
年度計画

2030
年度目標

2021年度 2021年度

4

2

0

0

0 0

（時間）

（件）

22

20

18

16

14

12

10

8

6

4

2
0

（件）

（人） （人）（%） （%）

27.7

15.3

27.6

21.8
20.0

26.3

製造部門件数
非製造部門件数
総件数
休業件数

女性従業員（人） 男性従業員（人） 女性管理職（人）
男性管理職（人）

自損 人身
物損 総件数

13

21

14
15

20

6
6

4

13

15

8
7

3

2

11 11

5

2
4

4

3

23
3

14 1413

17

13

2

3
7

3

3

793 908 928 917 859 854

159

163 176 193
200 216

16.7 15.2 15.9
17.4

18.9 20.2

30.0
20.0

5

5 6
10 14 17

181 199 199 204 199 196

2.8 2.5
3.0

4.7

6.6

8.0

2017
年度

2018
年度

2019
年度

2020
年度

2021
年度

2022
年度計画

育児休暇
取得率 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

時短勤務者
比率 100.0% 83.3% 90.5% 94.7% 85.0% 77.0%

第一子出産
継続就業率 100.0% 100.0% 100.0% 80.0% 100.0% 100.0%

男性育休
取得者（人） 0 0 2 7 16 32

100.0% 100.0%

85.0% 77.0%

100.0% 100.0%

16 32

計画

目標
目標
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��೥間のओ要ࡒ຿σーλਪҠ
会計年度 FY2012 FY2013 FY2014 FY2015 FY2016 FY2017 FY2018 FY2019 FY2020（※1、※2） FY2021（※2）

ച্ߴ 28,154 29,466 30,479 31,106 31,070 32,387 34,292 32,485 28,812 32,359
市場セグメント別
日本 26,859 28,032 28,715 29,869 30,055 31,383 32,499 31,736 - -

オフィス 12,538 12,376 12,876 13,483 13,519 14,184 14,517 14,977 12,566 15,654
工場 6,358 5,226 5,334 6,925 6,880 7,378 8,894 7,616 6,680 6,877
医療・福祉 4,118 5,393 5,652 5,039 5,016 5,357 4,296 4,130 4,608 4,344
学校 1,830 2,578 2,525 2,049 2,289 2,428 2,339 2,027 2,281 2,491
その他 2,015 2,459 2,328 2,373 2,351 2,036 2,453 2,986 2,676 2,989

中国 1,294 1,434 1,764 1,236 1,015 1,003 1,792 748 - -

売上原価 17,205 17,773 18,093 18,313 18,628 19,184 21,139 20,037 20,890 23,753
売上総利益 10,948 11,692 12,386 12,792 12,441 13,202 13,153 12,448 7,921 8,605
販売費及び一般管理費 9,744 10,270 10,850 10,934 11,342 11,501 11,732 10,733 6,783 6,910
営業利益 1,204 1,422 1,535 1,858 1,099 1,700 1,420 1,715 1,138 1,695
経常利益 1,252 1,463 1,638 1,846 1,143 1,732 1,341 1,566 1,345 1,736
親会社株主に帰属する当期純利益 1,178 1,602 1,621 1,079 507 929 335 711 880 1,070
設備投資 858 946 2,255 2,844 1,259 886 541 1,022 805 1,108
減価償却費 727 694 653 722 975 959 904 817 780 818

自己資本 18,228 20,318 21,916 21,806 22,033 22,641 22,324 22,482 23,331 24,059
総資産 27,658 31,164 32,793 34,205 33,862 36,361 34,528 32,533 37,098 37,405
従業員（人） 1,375 1,399 1,412 1,458 1,468 1,475 1,476 1,234 1,252 1,205

1株当たり指標
１株当たり当期純利益（円） 132.45 180.01 182.20 121.26 57.03 104.49 37.67 79.93 98.83 120.10
純資産（円） 2,048.24 2,283.15 2,462.77 2,450.42 2,475.97 2,544.41 2,508.65 2,525.36 2,619.22 2,697.03
年間配当（円） 28.00 30.00 32.00 37.00 46.00 47.00 50.00 51.00 45.00 50.00
配当性向（％） 21.1 16.7 17.6 30.5 80.7 45.0 132.7 63.8 45.5 41.6

財務指標
自己資本当期純利益率（ROE）（％） 6.7 8.3 7.7 4.9 2.3 4.2 1.5 3.2 3.8 4.5
総資産経常利益率（ROA）（％） 4.6 5.0 5.1 5.5 3.4 4.9 3.8 4.7 3.9 4.7
売上高営業利益率（％） 4.3 4.8 5.0 6.0 3.5 5.3 4.1 5.3 4 5.2
自己資本比率（％） 65.9 65.2 66.8 63.8 64.5 62.3 64.7 69.1 62.9 64.3

※1 当社グループは従来「日本」「中国」の2区分を報告のセグメントとしておりましたが、FY2020より単一セグメントに変更しております。
※2 FY2021の会計方針の変更に伴い遡及適用が行われたため、FY2020の財務数値については遡及適用後の数値を記載しております。
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会計年度 FY2012 FY2013 FY2014 FY2015 FY2016 FY2017 FY2018 FY2019 FY2020（※1、※2） FY2021（※2）

ച্ߴ 28,154 29,466 30,479 31,106 31,070 32,387 34,292 32,485 28,812 32,359
市場セグメント別
日本 26,859 28,032 28,715 29,869 30,055 31,383 32,499 31,736 - -

オフィス 12,538 12,376 12,876 13,483 13,519 14,184 14,517 14,977 12,566 15,654
工場 6,358 5,226 5,334 6,925 6,880 7,378 8,894 7,616 6,680 6,877
医療・福祉 4,118 5,393 5,652 5,039 5,016 5,357 4,296 4,130 4,608 4,344
学校 1,830 2,578 2,525 2,049 2,289 2,428 2,339 2,027 2,281 2,491
その他 2,015 2,459 2,328 2,373 2,351 2,036 2,453 2,986 2,676 2,989

中国 1,294 1,434 1,764 1,236 1,015 1,003 1,792 748 - -

売上原価 17,205 17,773 18,093 18,313 18,628 19,184 21,139 20,037 20,890 23,753
売上総利益 10,948 11,692 12,386 12,792 12,441 13,202 13,153 12,448 7,921 8,605
販売費及び一般管理費 9,744 10,270 10,850 10,934 11,342 11,501 11,732 10,733 6,783 6,910
営業利益 1,204 1,422 1,535 1,858 1,099 1,700 1,420 1,715 1,138 1,695
経常利益 1,252 1,463 1,638 1,846 1,143 1,732 1,341 1,566 1,345 1,736
親会社株主に帰属する当期純利益 1,178 1,602 1,621 1,079 507 929 335 711 880 1,070
設備投資 858 946 2,255 2,844 1,259 886 541 1,022 805 1,108
減価償却費 727 694 653 722 975 959 904 817 780 818

自己資本 18,228 20,318 21,916 21,806 22,033 22,641 22,324 22,482 23,331 24,059
総資産 27,658 31,164 32,793 34,205 33,862 36,361 34,528 32,533 37,098 37,405
従業員（人） 1,375 1,399 1,412 1,458 1,468 1,475 1,476 1,234 1,252 1,205

1株当たり指標
１株当たり当期純利益（円） 132.45 180.01 182.20 121.26 57.03 104.49 37.67 79.93 98.83 120.10
純資産（円） 2,048.24 2,283.15 2,462.77 2,450.42 2,475.97 2,544.41 2,508.65 2,525.36 2,619.22 2,697.03
年間配当（円） 28.00 30.00 32.00 37.00 46.00 47.00 50.00 51.00 45.00 50.00
配当性向（％） 21.1 16.7 17.6 30.5 80.7 45.0 132.7 63.8 45.5 41.6

財務指標
自己資本当期純利益率（ROE）（％） 6.7 8.3 7.7 4.9 2.3 4.2 1.5 3.2 3.8 4.5
総資産経常利益率（ROA）（％） 4.6 5.0 5.1 5.5 3.4 4.9 3.8 4.7 3.9 4.7
売上高営業利益率（％） 4.3 4.8 5.0 6.0 3.5 5.3 4.1 5.3 4 5.2
自己資本比率（％） 65.9 65.2 66.8 63.8 64.5 62.3 64.7 69.1 62.9 64.3

コマニー株式会社および連結子会社（単位：百万円）
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ିआ対র表 コマニー株式会社および連結子会社（単位：百万円）

会計年度 FY2020 FY2021

の෦࢈ࢿ
流動資産

現金及び預金 14,362 12,326
受取手形及び売掛金 9,257 -
受取手形、売掛金及び契約資産 - 12,023
商品及び製品 759 432
仕掛品 313 157
原材料及び貯蔵品 414 507
その他 382 257
貸倒引当金 △ 22 △ 18
流動資産合計 25,468 25,687

固定資産
有形固定資産

建物及び構築物（純額） 2,218 2,083
機械装置及び運搬具（純額） 1,494 2,034
土地 3,359 3,359
建設仮勘定 261 9
その他（純額） 161 201
有形固定資産合計 7,494 7,687

無形固定資産
ソフトウエア 479 464
ソフトウエア仮勘定 55 160
その他 1 1
無形固定資産合計 535 626

投資その他の資産
投資有価証券 1,592 1,539
長期貸付金 25 17
繰延税金資産 1,472 1,263
その他 551 572
貸倒引当金 △ 33 △ 34
投資その他の資産合計 3,599 3,403
固定資産合計 11,630 11,717

資産合計 37,089 37,405

ෛ࠴の෦
流動負債

買掛金 2,118 2,483
短期借入金 1,000 1,000
未払法人税等 334 393
工事損失引当金 14 8
賞与引当金 861 926
役員賞与引当金 32 55
その他 1,960 2,132
流動負債合計 6,321 6,999

固定負債
長期借入金 3,250 2,250
リース債務 199 159
再評価に係る繰延税金負債 331 331
退職給付に係る負債 3,224 3,174
役員株式給付引当金 116 129
その他 324 302
固定負債合計 7,446 6,346

負債合計 13,767 13,346

७࢈ࢿの෦
株主資本

資本金 7,121 7,121
資本剰余金 7,607 7,607
利益剰余金 9,126 9,816
自己株式 △ 1,127 △ 1,104
株主資本合計 22,728 23,439

その他の包括利益累計額
その他有価証券評価差額金 55 66
土地再評価差額金 481 481
為替換算調整勘定 2 23
退職給付に係る調整累計額 63 47
その他の包括利益累計額合計 603 619

純資産合計 23,331 24,059
負債純資産合計 37,089 37,405

຿৘ใࡒ
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Ωϟッシϡ・ϑϩー コマニー株式会社および連結子会社（単位：百万円）

会計年度 FY2020 FY2021

営業活動によるキャッシュ・フロー
税金等調整前当期純利益 1,334 1,668
減価償却費 780 818
減損損失 - -
退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 77 △ 116
賞与引当金の増減額（△は減少） 59 65
役員賞与引当金の増減額（△は減少） 12 23
役員株式給付引当金の増減額（△は減少） 25 12
貸倒引当金の増減額（△は減少） 6 △ 3
工事損失引当金の増減額（△は減少） 14 △ 6
受取利息及び受取配当金 △ 19 △ 20
支払利息 7 6
保険解約返戻金 △ 37 -
雇用調整助成金 △ 75 -
貸倒損失 - -
有形固定資産売却損益（△は益） △ 0 6
有形固定資産除却損 7 7
無形固定資産除却損 4 -
投資有価証券売却損益（△は益） △ 0 △ 1
関係会社株式売却損益（△は益） - △ 0
たな卸資産評価損 - -
売上債権の増減額（△は増加） 452 △ 2,042
たな卸資産の増減額（△は増加） 14 △ 222
仕入債務の増減額（△は減少） 241 362
その他 131 △ 119
小計 3,036 495
利息及び配当金の受取額 19 20
利息の支払額 △ 8 △ 5
雇用調整助成金の受取額 75 -
法人税等の支払額 △ 80 △ 383
法人税等の還付額 115 0
営業活動によるキャッシュ・フロー 3,157 126

投資活動によるキャッシュ・フロー
定期預金の預入による支出 - -
定期預金の払戻による収入 - -
有形固定資産の取得による支出 △ 718 △ 445
有形固定資産の売却による収入 0 0
無形固定資産の取得による支出 △ 259 △ 232
投資有価証券の取得による支出 △ 257 △ 232
投資有価証券の売却による収入 1 4
補助金の受取額 821 -
連結の範囲の変更にともなう子会社株式の売却による収入 461 -
その他 △ 2 12
投資活動によるキャッシュ・フロー 46 △ 665

財務活動によるキャッシュ・フロー
長期借入れによる収入 5,000 -
長期借入金の返済による支出 △ 1,650 △ 1,000
自己株式の売却による収入 8 22
自己株式の取得による支出 - △ 0
配当金の支払額 △ 364 △ 501
リース債務の返済による支出 △ 40 △ 40
財務活動によるキャッシュ・フロー 2,953 △ 1,519

現金及び現金同等物に係る換算差額 △ 31 22
現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 6,125 △ 2,035
現金及び現金同等物の期首残高 8,236 14,362
現金及び現金同等物の期末残高 14,362 12,326
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会社֓要（2022年３月31日現在）
社ɹ名 コマニー株式会社

（英訳名　COMANY INC.）
ຊɹళ 石川県小松市工業団地一丁目 93番地
ઃɹཱ 1961年 8月18日
ຊۚ 7,121百万円ࢿ

һ਺ۀै （連結）1,205名　（個別）1,059名
ओなۀࣄ಺༰
パーティション（間仕切り）の開発、設計、製造、販売および
施工ならびにパーティション関連の内装工事、建具工事

άϧーϓ会社 （国内）1社　（海外）２社
೥౓ 毎年ۀࣄ 4月1日から翌年 3月31日まで

֎෦ධՁ・ೝূ・એݴ

Ԋֵ
年月 概要

1961೥8݄ 小松キャビネット株式会社設立
1970೥6݄ 社名を株式会社コマツパーティション工業に変更
1980೥12݄ パーティション業界売上高第一位達成
1984೥11݄ 社名をコマニー株式会社に変更
1985೥11݄ デミング賞実施賞中小企業賞を受賞
1989೥11݄ 株式を名古屋証券取引所市場第二部に上場
1991೥4  ݄  子会社キヤップ株式会社

（のちにコマニーエンジニアリング株式会社）を設立
1996೥10  ݄ 1996 年度ＴＰＭ優秀賞第一類を受賞
1996೥12݄ 格満林国際貿易（上海）有限公司を設立
1997೥5  ݄  株式会社コマツフラッシュ（現クラスター株式会社）を

子会社化
1999೥10  ݄ 1999年度ＴＰＭ優秀継続賞第一類を受賞
1999೥12  ݄ ISO9001認証を取得
2001೥11  ݄ ISO14001認証を取得
2011೥8݄ 南京捷林格建材有限公司を子会社化
2012೥2݄ 格満林（南京）新型建材科技有限公司

（中華人民共和国）を設立
2015೥6݄ 東京証券取引所市場第二部に上場
2017೥11  ݄ ISO9001およびISO14001認証を2015年版に更新
2018೥1݄ 子会社コマニーエンジニアリング株式会社を

吸収合併
2018೥4݄ 「コマニーSDGs 宣言」を表明
2019೥6݄ 小松市と「SDGs 推進に関するパートナー協定」を締結
2020೥1݄ 格満林（南京）新型建材科技有限公司

（中華人民共和国）を譲渡
2021೥4݄ タグラインを刷新　「Empower all Life」
2021೥12݄ 名古屋証券取引所市場第二部から上場廃止
2022೥4݄ 東京証券取引所スタンダード市場に移行
2022೥5  ݄ MBOを実施
2022೥7݄ 東京証券取引所市場第二部から上場廃止

※非上場化

2016೥9݄
ユニバーサルデザイン折り戸「Dear-d（ディアード）」が
2016年度グッドデザイン賞を受賞

2018೥4݄
「コマニーSDGs宣言」を表明

2018೥8݄
国連グローバル・コンパクトに署名

2019೥6݄
「コマニーグループ人権方針」を策定

2019೥6݄
次世代認定マーク「くるみん」を取得

2019೥10݄
やさしいドアシリーズが2019年度グッドデザイン賞を
受賞

2019೥10݄
再エネ100宣言RE Actionに加入

2019೥11݄
グリーン購入大賞（大企業部門）を受賞

2020೥2݄
「輝く女性の活躍を加速する男性リーダーの会」行動
宣言に賛同

2020೥3݄
JMAQA AWARDS 2020を受賞

2020೥4݄
SBTイニシアチブから認定

2020೥7݄

FSC認証を取得
「パートナーシップ構築宣言」公表

2021೥1݄
「女性のエンパワーメント原則（WEPs）」に署名

2021೥3݄
「石川県ワークライフバランス企業」知事表彰受賞、
および「石川県パパ子育て応援企業」認定

2022೥1݄
TCFDへの賛同を表明

2022೥3݄
団法人日本能率協会主催
「KAIKA Awards 2022 KAIKA大賞」を受賞

2022೥3݄
健康経営優良法人2022（ホワイト500）認定を取得

2022೥4݄
「オルガテック東京2022 ベストプレゼンテーション

AWARD」ノミネート賞を受賞

2022೥7݄

「COMANYグループCSR調達ガイドライン」を制定

会社৘ใ
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ฤूํ਑

ใࠂ対৅ظ間
2022年3月期（2021年4月1日～2022
年3月31日）を対象としています。
ただし、必要に応じて当期間の前
後についても言及しています。

4%(T΁の取り૊Έ
持続可能な開発目標（SDGs）は、貧困に
終止符を打ち、地球を保護し、すべての
人が平和と豊かさを享受できるようにす
ることを目指して、国連加盟国によって採
択された普遍的な17の国際目標です。
私たちCOMANYグループは、「人道と友
愛」の精神と、サステナビリティ方針にあ
る「企業は世の中の幸福に貢献するため
に存在すべきである」という信念のもと、
SDGsに賛同し、持続可能な未来を築い
ていくことに努めてまいります。

に「࿈άϩーόϧ・ίンύΫトࠃ」
ॺ名してい·す
国連グローバル・コンパクトとは、1999年
の世界経済フォーラム（ダボス会議）の席
上でコフィー・アナン国連事務総長（当時）
が提唱したイニシアチブで、2000年7月
26日にニューヨークの国連本部で正式に
発足しました。
私たちCOMANYグループは、地球規模
で責任ある企業として行動し、社会の課
題を解決していくことを国際社会に表明
しました。グローバル・コンパクトの「人
権・労働・環境・腐敗防止」の4分野にわ
たる10原則を支持・実践することにより、
持続可能な社会の発展に向けた取り組み
を推進してまいります。

֤छ৘ใఏڙπーϧの͝঺հ

COMANYۀا৘ใαΠト
https://www.comany.co.jp

຿৘ใࡒ
https://www.comany.co.jp/ir/

αεςφϏϦςΟの取り૊Έ
https://www.comany.co.jp/sdgs/

ίーϙϨート・Ψόφンεใࠂॻ
https://www.comany.co.jp/pdf/
CG/2022_0627_CG.pdf

༗Ձূ݊ใࠂॻ
https://www.comany.co.jp/
ir/settlement/library/

本レポートに掲載されていない活動やデータなどは、ウェブサイ
トでご覧になれます。さまざまな情報の発信を企業情報サイト
で行っています。

この統合報告書では、COMANYグループの価値創造モデルと目指す
姿を取り組みの具体事例を交えて分かりやすくご紹介することを目
指して作成いたしました。
現在は地球環境をはじめ、災害や感染症など世の中は大きく変化す
るとともに、人々の価値観も変化しています。COMANYグループでは
これまで大切にしてきた普遍の原理原則である「社是」のもと、新
たな価値を創造する企業づくりに向けた「間づくりでEmpower all 

Lifeを実現する」に取り組み、新たな社会をつくる一翼を担うべく取
り組んでいます。
今回の「COMANY REPORT 2022」を通じて、ステークホルダーの皆
様に私たちの取り組みについてより一層のご理解をいただき、これ
まで以上に親しみをもっていただく一助となれば幸いです。今後も
すべてのステークホルダーの皆様との対話を大切に企業運営を行っ
てまいりますので、どうぞ忌憚のないご意見をお寄せください。
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CO-MA-NY

CO--MANY

COM--ANY

COMPANY

--COMANY

Empower all Life

ムーンショットによって始まった旅の目的地は、

どこでしょうか？

そこは空の果てに広がるまだ見ぬ新天地…。

一人一人が輝く社会を目指して

C-O-M-A-N-Yと旅をご一緒しましょう。

社名の中心にある MA は我々の使命である
「MA= 間づくり」を表している。

そのためには、想像を絶するようなたくさんの探索・共創と、

誰一人取り残すことのない深く粘り強い対話が必要なのだ。

だから、MA の真ん中に人＝ People を置く。
そこで我々は初めて会社＝仲間になれる。

それが COMANY が描き実現するムーンショットだ。
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あります。あらかじめご了承ください。あります。あらかじめご了承ください。
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